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　　　上越学生寮入寮生募集

　東京葛飾区金町にありますL越学生寮では、平成2年度
の人寮生を募集しています。
　今年度募集する人数は男子のみの20名前後を予定してお
り、希望者の選考は3月lo日（土）とな一）ております。

　入寮に関する費用は、入寮費、15，000円、毎月の寮費は
31，200円（2食賄付）で、人寮費に関しては2回分納でき
ます。

◎選考要項
（）入寮資格

　・本籍地がL越地ノ∫のノ∫

　・出身高等学校の所在地がト越地方である事
　・新制大学・〔塁’：門学校へ人学見込又は在学中のノ∫

c）選考ll時　3月10目（L）
（‘．）　ノノ　坊扮り『　り浅、’／二ll一’∫illド、石負享’学坤交

O　ノノ　ノノ～去　　1緬　　手妾

◎選考’を’受こナ、よ一）というノゴ1よ‘拝自llに原f后磐σ）主是1島力ご4と・要て“す。

　詳しい資料等は直接学生寮0）方へ申し込みードさい。
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’
た
八
降
り
始
め
た
ら
止
む
事

を
忘
れ
た
よ
う
に
降
り
続
き
、
、
五

」
へ
・
、
瓦
九
豪
雪
を
し
の
ぐ
勢
い
で

し
た
。
や
っ
は
り
松
之
山
は
豪
雪

地
な
ん
だ
と
、
改
め
て
碁
、
え
さ
せ

∴
、
れ
ま
し
た
。

運
動
．
杢
足
の
身
体
に
は
、
ち
ょ

っ
と
厳
し
い
今
回
の
雪
だ
っ
た
よ

う
で
す
ね
c

ヤ
・
旨
て
月
日
の
経
っ
の
は
早
い
も

の
で
、
．
平
成
二
年
も
一
ヵ
月
が
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
高
校
宝
も
今
月
末
に
は
卒

業
式
を
迎
え
、
新
た
な
道
を
歩
む

事
に
な
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
を
忘

れ
ず
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

　ゆ霧・薙ぞ

ポーポ焼きを見ているところ

，
『
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）きだるまをイ乍っているところ

▼
1
月
の
で
き
ご
と

1
－

－
ー

15
日

2218
日　日

2625
日　日

共
済
嘱
託
員
会
議

ヒ
越
中
幽
子
校
ス
キ
ー
人
会

（
1
2
日
ま
で
）

婿
投
げ
・
す
み
ぬ
り
（
湯

本
）例

月
監
査

ス
キ
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場
安
全
対
策
連
絡

議
会
建
設
委
員
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〃
産
業
経
済
委
員
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民
生
委
員
会

29
H
　
曲
辰
豊
表
委
員
匁
バ
舩
拠
会

▼
2
月
の
予
定

－
日
　
議
会
総
務
民
生
委
員
会

　
　
（
2
日
ま
で
〉

4
目
　
松
之
山
町
ス
キ
ー
大
会

m
日
　
浦
田
豪
噌
．
塾
（
1
2
H
ま
で
）

　
　
葛
飾
冒
険
賜
．
r
校
（
1
2
日
ま

　
　
で
黒
倉
）

15

日
例
月
監
査

18
日
　
衆
議
院
議
員
選
挙
投
価
．
ゲ
H

25
H
　
町
内
各
小
幽
．
r
校
区
ス
キ
ー

　
　
人
会

．
．
．
月
一
日
の
人
口

．
総
人
口
／
．
．
一
、
九
一
、
ご
二
（
▲
一
）
．

　
　
男
／
〆
、
、
九
二
三
　
（
　
一
）

　
　
女
／
／
』
、
〇
一
〇
（
▲
二
）

世
帯
数
／
一
、
．
八
八
（
▲
一
）

．
（
）
内
は
一
月
｝
H
と
の
比
較

▲
は
減

．
広
報
ま
つ
の
や
ま
二
月
号

　
．
平
成
一
、
年
一
一
月
十
日
発
行

　
発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
奮
六
－
一
二
一
一
二
一
　
．

　
編
集
／
議
会
事
務
局

2
月
2
7
日

県
内
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て

県
立
安
塚
高
等
学
校

松
之
山
分
校
で
卒
業
式
が

行
わ
れ

53
名
が
学
舎
を
　
・

あ
と
に
し
ま
し
た
。



ー
寸
田
1

②

新潟4区

筒井信隆氏㈹が初当選果たす！

消
費
税
の
孕
藩
秀

　
二
月
三
日
に
公
示
さ
れ
た
衆
議

院
議
員
選
挙
は
、
，
消
費
税
問
題
や

保
革
逆
転
が
な
る
か
と
い
う
よ
う

な
、
九
〇
年
代
の
行
方
へ
を
占
う

重
要
な
選
挙
と
し
て
、
か
つ
て
な

い
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、

日
本
各
地
で
激
し
い
選
挙
戦
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
注
目
す
べ
き
選
挙
の
投
票

が
十
八
日
の
日
曜
日
に
行
わ
れ
、

一
部
地
域
を
除
い
て
即
日
開
票
さ

れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
自
由
民
主
党
が
安
定

多
数
と
い
わ
れ
る
二
百
七
十
一
議

席
を
大
き
く
上
回
り
、
保
革
逆
転

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
野
党
で

は
、
社
会
党
が
消
費
税
廃
止
を
訴

え
て
国
民
の
支
持
を
受
け
、
解
散

時
の
議
席
を
五
十
以
上
増
や
す
大

躍
進
を
し
ま
し
た
が
、
他
の
党
は

（定数2）4区

当選筒井信隆82，603票（社会新）

〃　高鳥　修65，951票（自民前）

次点　白川勝彦　61，106票（〃　）

宮越　馨47，388票（無　新）

4，001票（共産新）田中徳光

軒
並
み
議
席
を
減

ら
し
、
党
運
営
に

も
影
響
を
与
え
る

結
果
と
な
り
ま
し

た
。　

県
内
四
つ
の
選

挙
区
で
も
大
き
な

動
き
が
あ
り
、
社

会
党
候
補
が
四
つ

の
区
で
い
づ
れ
も

ト
ッ
プ
当
選
を
果

す
と
い
う
、
か
つ

て
な
い
結
果
で
、

保
守
系
候
補
に
大

き
な
衝
撃
を
与
え

ま
し
た
。
今
ま
で

議
員
の
い
な
か
っ
た
二
区
と
四
区

で
議
席
を
取
り
戻
し
た
事
に
な
り

ま
す
。

　
四
区
で
は
二
議
席
の
所
に
五
人

が
立
候
補
し
、
十
五
日
間
激
し
い

選
挙
戦
を
繰
り
広
げ
て
来
ま
し
た
。

　
議
席
の
奪
回
に
全
力
を
傾
け
る

筒
井
氏
と
、
現
在
の
二
議
席
を
ど

う
し
て
も
死
守
し
よ
う
と
す
る
高

鳥
氏
と
白
川
氏
、
こ
れ
に
宮
越
氏

が
加
わ
っ
て
前
回
以
上
に
票
の
読

め
な
い
選
挙
の
よ
う
で
し
た
。

　
結
果
は
、
消
費
税
の
廃
止
を
中

心
に
訴
え
た
社
会
党
の
筒
井
信
隆

氏
が
、
八
万
二
千
票
以
上
と
い
う

高
い
得
票
数
で
初
当
選
、
し
か
も

ト
ッ
プ
当
選
と
い
う
活
躍
で
、
保

守
の
一
角
を
崩
す
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
。

　
残
る
も
ヶ
一
つ
の
議
席
は
、
自

民
党
前
議
員
の
高
鳥
修
氏
が
、
同

じ
前
議
員
の
白
川
勝
彦
氏
に
四
千

八
百
票
以
上
の
差
を
つ
け
て
、
再

び
当
選
し
ま
し
た
。
白
川
氏
は
若

さ
と
行
動
力
を
前
面
に
出
し
て
運

動
を
進
め
て
来
ま
し
た
が
、
今
一

歩
届
か
ず
で
し
た
。
宮
越
馨
氏
も

四
万
七
千
票
を
上
回
る
得
票
を
取

り
、
前
回
よ
り
大
幅
に
票
を
伸
ば

し
た
の
で
す
が
、
当
選
ま
で
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
全
国
的
に
吹
き
荒
れ
た
消
費
税

の
追
い
風
が
、
四
区
で
も
強
く
吹

い
た
よ
う
で
す
。

一票の重みを感じますね。

　　　　第2投票所（三省分館）

（今回）松之山町の結果
高　鳥　　　修 1，277票

白　川　勝　彦 903票
筒　井　信　隆 389票　一

田　中　徳　光 172票
宮　越　　　馨 41票

合　　　計 2，782票

最終有権者数 3，143人

投票者総数 2，795人

上記のうち無効者 13人

投　　　票　　　率 88．93％
謙　　』■陰　瓢一　一　　　 　　　　　　㌔繊

　　手際よく進められる開票作業

松之山町を除く郡内の得票状況
　　　候補者
町村名

宮　越 田　中 白　川 高　鳥 筒　井 計　票 投票残

安　塚　町 390 8 843 1，187 938 3，366 90．32

浦川原村 624 44 749 835 940 3，192 91．09

松　代　町 538 83 1，139 1，252 801 3，813 89．10

大　島　村 302 10 530 1，053 376 2，271 91．39

牧　　　　村 1，116 22 421 667 499 2，725 89、．77

東頸城郡計 3，011 339 4，585 6，271 3，943 18，149 90．03

松之山町の前回得票数（S．6・．7．6）

高　鳥　　　修 1，414票

白　川　勝　彦 1，089票

筒　井　信　隆 237票
田　中　徳　光 188票
宮　越　　　　馨 50票

佐　藤　節　夫 36票

合　　　　計 3，014票

投　　票　　率 89．74％開票を見守る住民の皆さん

●
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皆
さ
ん
か
ら
多
数
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
「
ふ
る

さ
と
創
生
一
億
円
」
の
使
い
み
ち
に
つ
い
て
、
二
月
号
で

ア
イ
デ
ア
賞
と
な
ら
れ
た
方
の
み
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今

号
で
は
各
部
門
に
三
点
ず
つ
の
入
選
作
品
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
、
入
選
者
と
入
選
作
品
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
入
選
者
に
は
｝
万
円
の
図
書
券
が
、
ま
た
応
募

し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
全
員
に
二
千
円
の
図
書
券
が
贈

ら
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

§別

　
今
回
入
選
作
品
を
決
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、

一
、
高
齢
者
健
康
対
策

二
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

三
、
地
下
資
源
の
開
発

四
、
自
然
環
境
保
護
育
成

五
、
人
材
育
成
（
特
産
品
開
発
含
）

六
、
そ
の
他

こ
の
六
つ
に
分
類
し
た
中
よ
り
共

通
性
が
あ
る
と
い
う
事
で
、
｝
と

二
を
一
つ
に
、
三
と
四
を
一
つ
に

ま
と
め
た
形
で
選
出
し
ま
し
た
。

　
大
変
長
く
細
か
く
提
案
さ
れ
た

も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
一
部
要

点
の
み
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

も
の
も
あ
り
ま
す
。

区
分
『
～
二
部
門
の
入
選
者

◎
シ
ル
バ
ー
天
国
（
計
画
）
又
は

　
共
和
国
・
王
国
で
も
良
い
。

　
　
（
温
泉
利
用
）

　
提
案
者
　
山
岸
石
松
さ
ん
（
新

　
　
　
　
　
山
）

○
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
を
考

　
え
て
次
の
事
を
提
案
し
ま
す
。

①
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
老
人

保
養
施
設
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
。

（
シ
ル
バ
ー
天
国
の
核
と
し
て
）

温
泉
利
用
の
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
一

切
．②

①
の
施
設
を
核
に
し
て
、
そ
の

周
り
に
一
人
住
ま
い
の
お
年
寄
り

や
、
老
人
夫
婦
な
ど
も
収
容
で
き

る
住
居
（
シ
ル
バ
ー
ア
ッ
ト
ホ
i

ム
等
）
を
造
り
収
容
す
る
。

③
老
人
の
孤
独
化
と
さ
み
し
さ
か

ら
の
解
放
の
た
め
に
、
生
涯
対
策

事
業
を
進
め
る
。
小
型
菜
園
、
花

壇
、
生
涯
学
習
、
手
芸
、
趣
味
の

集
い
な
ど
。

④
老
人
同
志
の
交
歓
の
場
、
施
設

を
作
る
。
温
水
プ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
、
そ
の
他
遊
技
施
設
の

設
置
。

⑤
保
育
園
な
ど
と
子
供
た
ち
の
遊

園
地
（
小
公
園
）
を
近
く
に
つ
く

り
、
交
歓
の
場
を
設
け
る
。

⑥
若
い
人
と
の
交
流
の
場
（
施
設

と
機
会
を
つ
く
る
）
、
生
き
た
歴
史

対
話
な
ど
の
学
習
。

◎
「
健
康
と
福
祉
保
養
地
域
」
建
設

　
温
泉
付
施
設

　
提
案
者
　
小
口
成
』
さ
ん
（
松

　
　
　
　
　
之
山
）

○
保
養
館
・
老
人
施
設
・
町
営
国

　
民
宿
舎
の
三
点
を
セ
ッ
ト
と
し

　
た
施
設
が
目
標
。

　
松
之
山
町
で
の
六
〇
歳
以
上
の

人
は
一
、
三
八
七
人
（
三
月
末
）

三
五
％
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
町

だ
け
で
な
い
高
齢
化
時
代
に
対
応

し
て
、
健
康
的
な
自
然
環
境
と
ブ

ナ
林
等
の
景
観
を
生
か
し
な
が
ら
、

兎
口
「
翠
の
湯
」
を
さ
ら
に
活
用

し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
兎
口
と
松
之
山
の
中
間
辺
に
温

泉
付
き
の
「
健
康
と
福
祉
保
養
地

域
」
を
建
設
し
た
ら
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。毯（’ア

志
賀
昆
虫
記
念
館
と
併
せ
て
昆
虫

公
園
の
造
成
を
提
言
し
ま
す
。
・

　
今
や
か
ぶ
と
虫
や
蝶
の
繁
殖
は

む
ず
か
し
い
も
の
で
な
く
な
り
ま

す

し
た
。
学
習
や
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト

の
面
か
ら
も
記
念
標
本
館
と
昆
虫

公
園
を
是
非
造
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

区
分
三
以
降
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
入
選
者
の
み

今
号
で
お
知
ら
せ
し
、
内
容
に
つ
い
て
は
順
次
掲

載
し
て
い
き
ま
す
。

▼
区
分
三
～
四
部
門

◎
美
人
林
周
辺
と
須
山
地
区
の
自

　
然
保
護
を
生
か
し
た
ふ
る
里
づ

　
く
り

　
提
案
者
　
松
之
山
町
野
鳥
愛
護

　
　
　
　
　
会

◎
温
泉
掘
削
と
大
厳
寺
高
原
周
辺

　
の
整
備

　
提
案
者
　
小
野
塚
一
栄
さ
ん

　
　
　
　
　
（
松
之
山
）

◎
日
本
一
の
野
鳥
の
里
づ
く
り

　
提
案
者
　
高
橋
寛
一
さ
ん
（
松

　
　
　
　
　
口
）

▼
区
分
五
部
門

◎
特
産
品
の
開
発
・
加
工
施
設
の

　
建
設

　
提
案
者
　
保
坂
諭
祐
さ
ん
（
松

　
　
　
　
　
口
）

◎
人
脈
づ
ぐ
り
と
職
員
教
育

　
提
案
者
　
竹
内
茂
俊
さ
ん
（
豊

　
　
　
　
　
田
）

◎
漢
方
薬
・
栽
培
・
製
造
販
売

　
提
案
者
　
高
橋
忠
則
さ
ん
（
十

　
　
　
　
　
日
町
）

▼
区
分
六
部
門
（
そ
の
他
）

◎
カ
ヤ
葺
民
家
（
曲
り
屋
）
を
最

　
低
五
戸
位
移
築
保
存

　
提
案
者
　
柳
　
能
弘
さ
ん
（
松

　
　
　
　
　
代
町
）

◎
休
養
村
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
公
園

　
化
し
、
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
活
動
の

　
拠
点
に
！

　
提
案
者
　
村
山
祐
一
さ
ん
（
上

　
　
　
　
　
川
手
）

◎
観
光
と
農
業
が
一
体
と
な
っ
た

　
生
産
物
地
場
消
費
計
画

　
提
案
者
　
村
山
邦
一
さ
ん
（
上

　
　
　
　
　
川
手
）

　4月より役場・診療所が

第2・第4土曜日休みとなります

　
十
二
月
議
会
で
決
定
さ
れ
た
と

お
り
、
四
月
よ
り
役
場
、
教
育
委

員
会
、
診
療
所
の
業
務
が
、
第
二
・

第
四
土
曜
日
休
み
と
な
り
ま
す
。

保
育
所
と
学
校
は
今
ま
で
通
り
で

す
。　

こ
の
日
は
、
日
曜
・
祭
日
の
よ

う
に
日
直
が
お
り
、
戸
籍
の
届
出

（
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
等
）
は
出

来
ま
す
が
、
戸
籍
謄
・
抄
本
、
住

民
票
な
ど
の
交
付
は
出
来
ま
せ
ん

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
証
明
・
受
付

も
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
　
イ
ノ

㌧
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◎
志
賀
昆
虫
記
念
館
と
昆
虫
公
園

　
の
造
成

　
提
案
者
　
村
山
正
英
さ
ん
（
橋

　
　
　
　
　
詰
）

○
松
之
山
町
出
身
で
現
在
東
京
青

『
山
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
志
賀
卯
助

氏
は
、
志
賀
昆
虫
社
と
い
う
学
校

な
ど
で
標
本
づ
く
り
の
時
使
用
す

る
器
材
を
販
売
す
る
会
社
を
営
ん

で
い
る
。

　
志
賀
さ
ん
は
ま
た
、
珍
ら
し
い

蝶
や
昆
虫
の
収
集
家
で
も
あ
り
、

沢
山
の
貴
重
な
標
本
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
。
志
賀
氏
の
昆
虫
に
係
わ

る
偉
業
と
松
之
山
を
関
連
づ
け
、

　
診
療
所
の
場
合
、
第
二
と
第
四

の
ほ
か
に
先
生
の
出
張
等
で
休
診

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
都
度
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
不
自
由

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何
分
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
四
月
・
五
月
の
閉
庁
、
ま
た
は

診
療
所
の
休
診
日
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
四
月
　
十
四
日
（
第
二
土
曜
日
）

　
〃
二
十
八
日
（
第
四
土
曜
日
）

▼
五
月
　
十
二
日
（
第
二
　
〃
　
）

　
〃
二
十
六
日
（
第
四
　
〃
　
）
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皆
さ
ん
か
ら
多
数
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
「
ふ
る

さ
と
創
生
一
億
円
」
の
使
い
み
ち
に
つ
い
て
、
二
月
号
で

ア
イ
デ
ア
賞
と
な
ら
れ
た
方
の
み
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今

号
で
は
各
部
門
に
三
点
ず
つ
の
入
選
作
品
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
、
入
選
者
と
入
選
作
品
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
入
選
者
に
は
｝
万
円
の
図
書
券
が
、
ま
た
応
募

し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
全
員
に
二
千
円
の
図
書
券
が
贈

ら
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

§別

　
今
回
入
選
作
品
を
決
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、

一
、
高
齢
者
健
康
対
策

二
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

三
、
地
下
資
源
の
開
発

四
、
自
然
環
境
保
護
育
成

五
、
人
材
育
成
（
特
産
品
開
発
含
）

六
、
そ
の
他

こ
の
六
つ
に
分
類
し
た
中
よ
り
共

通
性
が
あ
る
と
い
う
事
で
、
｝
と

二
を
一
つ
に
、
三
と
四
を
一
つ
に

ま
と
め
た
形
で
選
出
し
ま
し
た
。

　
大
変
長
く
細
か
く
提
案
さ
れ
た

も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
一
部
要

点
の
み
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

も
の
も
あ
り
ま
す
。

区
分
『
～
二
部
門
の
入
選
者

◎
シ
ル
バ
ー
天
国
（
計
画
）
又
は

　
共
和
国
・
王
国
で
も
良
い
。

　
　
（
温
泉
利
用
）

　
提
案
者
　
山
岸
石
松
さ
ん
（
新

　
　
　
　
　
山
）

○
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
を
考

　
え
て
次
の
事
を
提
案
し
ま
す
。

①
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
老
人

保
養
施
設
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
。

（
シ
ル
バ
ー
天
国
の
核
と
し
て
）

温
泉
利
用
の
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
一

切
．②

①
の
施
設
を
核
に
し
て
、
そ
の

周
り
に
一
人
住
ま
い
の
お
年
寄
り

や
、
老
人
夫
婦
な
ど
も
収
容
で
き

る
住
居
（
シ
ル
バ
ー
ア
ッ
ト
ホ
i

ム
等
）
を
造
り
収
容
す
る
。

③
老
人
の
孤
独
化
と
さ
み
し
さ
か

ら
の
解
放
の
た
め
に
、
生
涯
対
策

事
業
を
進
め
る
。
小
型
菜
園
、
花

壇
、
生
涯
学
習
、
手
芸
、
趣
味
の

集
い
な
ど
。

④
老
人
同
志
の
交
歓
の
場
、
施
設

を
作
る
。
温
水
プ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
、
そ
の
他
遊
技
施
設
の

設
置
。

⑤
保
育
園
な
ど
と
子
供
た
ち
の
遊

園
地
（
小
公
園
）
を
近
く
に
つ
く

り
、
交
歓
の
場
を
設
け
る
。

⑥
若
い
人
と
の
交
流
の
場
（
施
設

と
機
会
を
つ
く
る
）
、
生
き
た
歴
史

対
話
な
ど
の
学
習
。

◎
「
健
康
と
福
祉
保
養
地
域
」
建
設

　
温
泉
付
施
設

　
提
案
者
　
小
口
成
』
さ
ん
（
松

　
　
　
　
　
之
山
）

○
保
養
館
・
老
人
施
設
・
町
営
国

　
民
宿
舎
の
三
点
を
セ
ッ
ト
と
し

　
た
施
設
が
目
標
。

　
松
之
山
町
で
の
六
〇
歳
以
上
の

人
は
一
、
三
八
七
人
（
三
月
末
）

三
五
％
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
町

だ
け
で
な
い
高
齢
化
時
代
に
対
応

し
て
、
健
康
的
な
自
然
環
境
と
ブ

ナ
林
等
の
景
観
を
生
か
し
な
が
ら
、

兎
口
「
翠
の
湯
」
を
さ
ら
に
活
用

し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
兎
口
と
松
之
山
の
中
間
辺
に
温

泉
付
き
の
「
健
康
と
福
祉
保
養
地

域
」
を
建
設
し
た
ら
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。毯（’ア

志
賀
昆
虫
記
念
館
と
併
せ
て
昆
虫

公
園
の
造
成
を
提
言
し
ま
す
。
・

　
今
や
か
ぶ
と
虫
や
蝶
の
繁
殖
は

む
ず
か
し
い
も
の
で
な
く
な
り
ま

す

し
た
。
学
習
や
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト

の
面
か
ら
も
記
念
標
本
館
と
昆
虫

公
園
を
是
非
造
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

区
分
三
以
降
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
入
選
者
の
み

今
号
で
お
知
ら
せ
し
、
内
容
に
つ
い
て
は
順
次
掲

載
し
て
い
き
ま
す
。

▼
区
分
三
～
四
部
門

◎
美
人
林
周
辺
と
須
山
地
区
の
自

　
然
保
護
を
生
か
し
た
ふ
る
里
づ

　
く
り

　
提
案
者
　
松
之
山
町
野
鳥
愛
護

　
　
　
　
　
会

◎
温
泉
掘
削
と
大
厳
寺
高
原
周
辺

　
の
整
備

　
提
案
者
　
小
野
塚
一
栄
さ
ん

　
　
　
　
　
（
松
之
山
）

◎
日
本
一
の
野
鳥
の
里
づ
く
り

　
提
案
者
　
高
橋
寛
一
さ
ん
（
松

　
　
　
　
　
口
）

▼
区
分
五
部
門

◎
特
産
品
の
開
発
・
加
工
施
設
の

　
建
設

　
提
案
者
　
保
坂
諭
祐
さ
ん
（
松

　
　
　
　
　
口
）

◎
人
脈
づ
ぐ
り
と
職
員
教
育

　
提
案
者
　
竹
内
茂
俊
さ
ん
（
豊

　
　
　
　
　
田
）

◎
漢
方
薬
・
栽
培
・
製
造
販
売

　
提
案
者
　
高
橋
忠
則
さ
ん
（
十

　
　
　
　
　
日
町
）

▼
区
分
六
部
門
（
そ
の
他
）

◎
カ
ヤ
葺
民
家
（
曲
り
屋
）
を
最

　
低
五
戸
位
移
築
保
存

　
提
案
者
　
柳
　
能
弘
さ
ん
（
松

　
　
　
　
　
代
町
）

◎
休
養
村
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
公
園

　
化
し
、
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
活
動
の

　
拠
点
に
！

　
提
案
者
　
村
山
祐
一
さ
ん
（
上

　
　
　
　
　
川
手
）

◎
観
光
と
農
業
が
一
体
と
な
っ
た

　
生
産
物
地
場
消
費
計
画

　
提
案
者
　
村
山
邦
一
さ
ん
（
上

　
　
　
　
　
川
手
）

　4月より役場・診療所が

第2・第4土曜日休みとなります

　
十
二
月
議
会
で
決
定
さ
れ
た
と

お
り
、
四
月
よ
り
役
場
、
教
育
委

員
会
、
診
療
所
の
業
務
が
、
第
二
・

第
四
土
曜
日
休
み
と
な
り
ま
す
。

保
育
所
と
学
校
は
今
ま
で
通
り
で

す
。　

こ
の
日
は
、
日
曜
・
祭
日
の
よ

う
に
日
直
が
お
り
、
戸
籍
の
届
出

（
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
等
）
は
出

来
ま
す
が
、
戸
籍
謄
・
抄
本
、
住

民
票
な
ど
の
交
付
は
出
来
ま
せ
ん

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
証
明
・
受
付

も
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
　
イ
ノ

㌧
妬
灘

　
　
　
ノ

‘
、
／
／
－
／
ヤ

　
　
ー
、
－
！

1

◎
志
賀
昆
虫
記
念
館
と
昆
虫
公
園

　
の
造
成

　
提
案
者
　
村
山
正
英
さ
ん
（
橋

　
　
　
　
　
詰
）

○
松
之
山
町
出
身
で
現
在
東
京
青

『
山
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
志
賀
卯
助

氏
は
、
志
賀
昆
虫
社
と
い
う
学
校

な
ど
で
標
本
づ
く
り
の
時
使
用
す

る
器
材
を
販
売
す
る
会
社
を
営
ん

で
い
る
。

　
志
賀
さ
ん
は
ま
た
、
珍
ら
し
い

蝶
や
昆
虫
の
収
集
家
で
も
あ
り
、

沢
山
の
貴
重
な
標
本
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
。
志
賀
氏
の
昆
虫
に
係
わ

る
偉
業
と
松
之
山
を
関
連
づ
け
、

　
診
療
所
の
場
合
、
第
二
と
第
四

の
ほ
か
に
先
生
の
出
張
等
で
休
診

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
都
度
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
不
自
由

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何
分
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
四
月
・
五
月
の
閉
庁
、
ま
た
は

診
療
所
の
休
診
日
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
四
月
　
十
四
日
（
第
二
土
曜
日
）

　
〃
二
十
八
日
（
第
四
土
曜
日
）

▼
五
月
　
十
二
日
（
第
二
　
〃
　
）

　
〃
二
十
六
日
（
第
四
　
〃
　
）

躍
土
7
⑭
2
1
⑳

　
　
金
6

　
　
木
5

月　
　
水
4

4
火
3

　
　
月
2

0
　
日
1

991

8910111213
15　16　17　18　19　20

22　23　24　25　26　27

29　30

認
土
5
⑫
1
9
⑳

　
　
金
4

　
　
木
3

月　
　
水
2

5
火
－

　
　
月

0
　
日

991

6789101113　14　15　16　17　18

20　21　22　23　24　25

27　28　29　30　31

④●
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ぎ
ま
マ
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ペ
三

②
村
山
　
臣
（
松
之
山
中
）
　
1
・
4
2
・
31

③
福
原
　
誠
（
　
〃
　
　
）
　
1
・
4
3
・
7
3

▼
中
学
生
女
子

①
津
端
美
晴
（
津
南
中
）
　
　
1
・
51

・
8 1

②
高
橋
ひ
と
み
（
〃
）
　
　
1
・
52

・
60

③
植
木
芽
久
美
（
松
之
山
中
）
1
・
5
3
・
55

▼
高
校
男
子

①
高
橋
　
広
（
津
南
高
）
　
　
1
・
訂
・
51

②
津
端
岳
生
（
　
〃
　
）
　
　
1
・
35

・
4
8

③
小
林
慶
雄
（
松
之
山
高
）
　
1
・
3
8
・
94
・

▼
成
年
男
子
一
部

「ソレーガンバレー！」2人同時スタート

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
O
F
頃
ー

五
八
○
人
が
参
加
技
を
競
う
Q
。

　
今
年
で
四
十
一
回
目
を
迎
え
た

伝
統
あ
る
松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大

会
が
、
二
月
三
日
・
四
日
の
二
日

間
、
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
と
町

民
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
町
内
の
方
は
も

ち
ろ
ん
、
外
丸
小
学
校
な
ど
十
三

の
小
学
校
、
九
つ
の
中
学
校
、
一
二

つ
の
高
校
や
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
、
個

人
な
ど
、
合
計
五
七
七
名
の
参
加

が
あ
り
、
大
変
に
ぎ
や
か
な
大
会

で
し
た
。
天
候
の
方
も
快
晴
と
ま

で
は
い
か
な
い
も
の
の
暖
か
く
、

選
手
も
応
援
す
る
人
も
伸
び
伸
び

出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
の
ア
ル

ペ
ン
部
門
で
は
、
大
回
転
と
回
転

の
二
種
目
が
行
わ
れ
、
小
・
中
学

生
の
部
門
で
地
㎜
兀
の
活
躍
が
目
立

ち
ま
し
た
。

　
町
民
グ
ラ
ン
ド
を
メ
イ
ン
会
場

と
し
て
行
わ
れ
た
距
離
（
ク
ロ
ス

ヵ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）
部
門
に
は
、

小
・
中
学
生
三
二
〇
名
が
出
場
し
、

三
キ
ロ
・
四
キ
ロ
・
十
キ
ロ
の
コ
．

ー
ス
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
コ
ー
ス
脇

か
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
一
生

懸
命
走
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
初

の
ダ
ラ
ダ
ラ
上
り
の
コ
ー
ス
が
か

な
り
き
つ
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
距
離
で
も
松
之
山
の
選
手

が
頑
張
り
、
個
人
・
リ
レ
ー
と
も

良
い
成
績
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
選
手
そ
れ
か
ら
大
会
関
係
者
の

皆
さ
ん
、
大
変
を
苦
労
さ
ま
で
し

た
。

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
小
学
生
男
子
A
（
六
年
）

①
高
沢
　
平
（
松
里
小
）
　
　
　
　
駆
秒
2
7

②
村
山
由
貴
男
（
松
代
小
）
　
　
　
51

・
7
9

③
中
島
　
良
（
松
之
山
小
）
　
　
　
52

・
7
3

▼
小
学
生
男
子
B
（
五
年
以
下
）

　
　
　
（
大
回
転
）

①
津
端
康
博
（
松
之
山
小
）

②
瀬
沼
由
則
（
松
代
小
）

③
佐
藤
一
登
（
松
里
小
）

▼
小
学
生
女
子
A

①
半
戸
小
百
合
（
津
南
J
R
C
）

57　　　　56　55　54

15　　　　94　69　96

魎艦．．蜘＿．

　　　　
、凱

　　レ

②
小
野
塚
尚
子
（
松
里
小
）

③
滝
沢
和
美
（
松
之
山
小
）

▼
小
学
生
女
子
B

①
小
野
塚
瞳
（
松
里
小
）

②
藤
木
理
江
（
津
南
J
R
C
）

③
佐
藤
　
愛
（
松
里
小
）

▼
中
学
生
男
子

①
小
野
塚
学
（
松
之
山
中
）

②
村
山
　
臣
（
　
〃
　
　
）

③
福
原
　
誠
（
　
〃
　
　
）

▼
中
学
生
女
子

①
津
端
美
晴
（
津
南
中
）
　

ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
小
学
生
男
子
A

▼
小
学
生
男
子
B

　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
。

①
村
山
由
貴
男
（
松
代
小
）
　
1
・

②
高
沢
　
平
（
松
里
小
）
　
　
1
・

③
相
沢
俊
幸
（
松
之
山
小
）
　
1
・

大回転競技（スキー場）

60　59　58　　　　59　58

79　59　11　　　01　53

1　　1　　1
・　・　チ｝

12　11　7
・　。　秒
03　09　76

03　02　01　　　　　　（　　　　】14
…　　　　　　回　　・
72　49　34　　　　　　　　　　　91

②
佐
藤
麻
紀
（
松
之
山
中
）
　
1
・
弼
・
0
5

③
植
木
芽
久
美
（
　
〃
　
）
　
1
・
1
8
・
0
5

▼
高
校
生
男
子

①
高
橋
　
広
（
津
南
高
）
　
　
1
・
0
8
・
9
3

②
若
井
孝
幸
（
松
代
高
）
　
　
1
・
1
0
・
0
3

③
小
野
塚
浩
一
（
松
之
山
高
）
1
・
1
2
・
0
6

▼
高
校
・
成
年
女
子

①
金
沢
恵
美
子
（
げ
刃
酬
防
）
　
1
・
20

・
98

②
林
　
郁
江
（
戸
田
建
設
）
　
1
・
3
9
・
85

③
秋
山
　
泉
（
戸
』
田
建
設
）
　
1
．
42
．
0 7

▼
成
年
男
子
一
部

①
宮
沢
徹
也
（
十
日
町
）
　
　
1
・
1
3
・
61

②
宮
崎
晃
久
（
桑
名
川
R
C
）
1
・
1
5
・
3
3

③
石
沢
隆
明
（
県
職
長
岡
）
　
1
・
1
6
・
4
8

▼
成
年
男
子
二
部

①
村
山
好
文
（
ダ
イ
ト
ー
S
C
）
1
・
1
3
・
35

②
大
藤
雅
史
（
　
〃
　
　
）
1
・
M
・
3
7

③
奈
須
川
隆
（
　
　
〃
　
　
）
1
・
1
5
・
3
3

▼
成
年
男
子
三
部

①
曽
田
憲
一
（
糸
魚
川
土
木
）
1
・
2
5
・
1
5

②
土
田
利
栄
（
県
職
長
岡
）
　
1
・
2
8
・
3
8

③
田
中
信
明
（
桑
名
川
R
C
）
1
・
2
8
・
5
6

転
）

　
①
津
端
康
裕
（
松
之
山
小
）

　
②
瀬
沼
由
則
（
松
代
小
）

　
③
佐
藤
一
登
（
松
里
小
）

　
▼
中
学
生
男
子

　
①
涌
井
光
好
（
津
南
中
）

1　　　　1　　1　　1

41　　　’06　06　04

55　　　　27　12　91

①
相
羽
正
彦
（
ス
ノ
ー
マ
ン
）
－
・
4
3
・
1
3

②
宮
沢
徹
也
（
十
日
町
）
　
　
1
・
44

・
87

③
関
口
一
成
（
桑
名
川
R
C
）
1
・
4
6
・
5
5

▼
成
年
男
子
二
部

①
村
山
好
文
（
ダ
イ
ト
ー
S
C
）
1
・
4
5
．
23

②
今
井
伸
行
（
県
職
長
岡
）
　
1
・
4
5
・
7
2

③
奈
須
川
隆
（
ダ
イ
ト
i
S
C
）
1
・
4
6
・
3
5

▼
成
年
男
子
三
部

①
土
田
利
栄
（
県
職
長
岡
）
　
1
・
0
5
・
1
9

②
常
川
　
守
（
須
坂
市
）
　
　
－
・
0
7
・
94

③
曽
田
憲
一
（
糸
魚
川
土
木
）
1
・
0
8
・
4
9

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

▼
小
学
男
子
A
　
5
キ
ロ

①
高
橋
利
一
（
松
里
小
）
　
　
1
5
分
2
3
秒
9

②
若
井
由
加
（
室
野
S
C
）
　
1
6
・
1
0
・
9

③
小
菅
敬
之
（
安
塚
小
）
　
　
照
・
2
6
・
0

▼
小
学
生
男
子
B

咋

　
　
　
（
距
　
離
）

①
池
亀
亮
人
（
外
丸
小
）

②
高
橋
佳
男
（
松
里
小
）

③
高
橋
　
明
（
外
丸
小
）

▼
小
学
生
女
子
A

①
高
橋
美
樹
（
外
丸
小
）

、

⑥

スタート直後からデッドヒートが　　3
繰り広げられる（中学男子）　12キ耽7や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24　口　 41　23　23

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　4　2　0

　
　
　
　
＼
＼
ご

盈
駅
　
　
、

無ー、　
　
　
　
タ
啄
！

　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
鱒
　
P

②
小
林
美
佐
子
（
豊
原
小
）

③
小
林
正
子
（
安
塚
小
）

▼
小
学
生
女
子
B

①
篠
原
直
美
（
外
丸
小
）

②
高
橋
陽
子
（
莇
平
小
）

③
佐
藤
あ
す
か
（
松
里
小
）

▼
中
学
生
男
子
　
旧
キ
ロ

リ
レ
ー
競
技

▼
小
学
生
男
子

①
安
塚
小
学
校
A
チ
ー
ム

②
松
里
小
学
校

③
外
丸
小
学
校
A
チ
ー
ム

▼
小
学
生
女
子

①
外
丸
小
学
校
A
チ
ー
ム

②
浦
田
小
学
校

③
安
塚
小
学
校

④
東
川
小
学
校

⑥
松
里
小
学
校

15　14　14　　　13　12

00　26　24　　　　19　56

6　　1　7　　　　1　8

31　30　30　30　27　　　　49　49　47

。．・・…　　 分
41　51　39　1346　　　55　17　27

．．。・…　　　秒
82864　 277

みんなの声援をうけながら

一生けん命走る選手たち
　　　　　　　（距離会場）

①
島
田
敏
光
（
上
郷
中
）
　
　
2
5
・
39

②
若
井
憲
一
（
松
代
中
）
　
　
2
6
・
2
3

③
島
田
武
彦
（
上
郷
中
）
　
　
2
7
・
㎝

▼
中
学
生
女
子
　
5
キ
ロ

①
馬
場
里
美
（
村
立
妙
高
）
　
硲
・
1
8

②
山
下
ル
ミ
子
（
　
〃
　
）
　
1
6
・
2
4

③
竹
内
雅
子
（
浦
閏
中
）
　
　
1
6
・
2
6

▼
中
学
生
男
子

①
上
郷
中
学
校
　
　
　
　
　
　
55

・
05

②
村
立
妙
高
中
学
校
』
　
　
　
56
．
1
6

③
安
塚
中
学
校
　
　
　
　
　
　
56

・
4
7

▼
中
学
校
女
子

①
村
立
妙
高
中
学
校
　
　
　
　
35

・
2
8

②
上
郷
中
学
校
　
　
　
　
　
　
39

・
1
3

511　08955　881
被
害
に
あ
つ
た
と
き
は

　
　
　
　
必
ず
届
出
れ
ノ

　
盗
難
な
ど
の
犯
罪
の
被
害
に

あ
っ
た
と
き
に

　
「
被
害
が
少
な
い
か
ら
」

　
「
面
倒
だ
か
ら
」

な
ど
の
理
由
で
被
害
の
届
出
を

し
な
い
と
、
第
二
、
第
三
の
犯

行
に
つ
な
が
り
被
害
が
広
が
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
事
件
の
早
期
解
決
と
被
害
の

拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の
届
出
が
必
要
で
す
。

1
届
出
は

　
　
事
件
解
決
の

　
　
　
糸
ロ
で
す
；

爵
齢

　
　
　
　
　
’
一
，
　
　
質

辱⑳
　　も

曝

⑦



松之山
　スキー競技大会

、
、
囎
灘
糠
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パ

藤
、　　卜　　　蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ま
マ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
三

②
村
山
　
臣
（
松
之
山
中
）
　
1
・
4
2
・
31

③
福
原
　
誠
（
　
〃
　
　
）
　
1
・
4
3
・
7
3

▼
中
学
生
女
子

①
津
端
美
晴
（
津
南
中
）
　
　
1
・
51

・
8 1

②
高
橋
ひ
と
み
（
〃
）
　
　
1
・
52

・
60

③
植
木
芽
久
美
（
松
之
山
中
）
1
・
5
3
・
55

▼
高
校
男
子

①
高
橋
　
広
（
津
南
高
）
　
　
1
・
訂
・
51

②
津
端
岳
生
（
　
〃
　
）
　
　
1
・
35

・
4
8

③
小
林
慶
雄
（
松
之
山
高
）
　
1
・
3
8
・
94
・

▼
成
年
男
子
一
部

「ソレーガンバレー！」2人同時スタート

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
O
F
頃
ー

五
八
○
人
が
参
加
技
を
競
う
Q
。

　
今
年
で
四
十
一
回
目
を
迎
え
た

伝
統
あ
る
松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大

会
が
、
二
月
三
日
・
四
日
の
二
日

間
、
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
と
町

民
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
町
内
の
方
は
も

ち
ろ
ん
、
外
丸
小
学
校
な
ど
十
三

の
小
学
校
、
九
つ
の
中
学
校
、
一
二

つ
の
高
校
や
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
、
個

人
な
ど
、
合
計
五
七
七
名
の
参
加

が
あ
り
、
大
変
に
ぎ
や
か
な
大
会

で
し
た
。
天
候
の
方
も
快
晴
と
ま

で
は
い
か
な
い
も
の
の
暖
か
く
、

選
手
も
応
援
す
る
人
も
伸
び
伸
び

出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
の
ア
ル

ペ
ン
部
門
で
は
、
大
回
転
と
回
転

の
二
種
目
が
行
わ
れ
、
小
・
中
学

生
の
部
門
で
地
㎜
兀
の
活
躍
が
目
立

ち
ま
し
た
。

　
町
民
グ
ラ
ン
ド
を
メ
イ
ン
会
場

と
し
て
行
わ
れ
た
距
離
（
ク
ロ
ス

ヵ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）
部
門
に
は
、

小
・
中
学
生
三
二
〇
名
が
出
場
し
、

三
キ
ロ
・
四
キ
ロ
・
十
キ
ロ
の
コ
．

ー
ス
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
コ
ー
ス
脇

か
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
一
生

懸
命
走
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
初

の
ダ
ラ
ダ
ラ
上
り
の
コ
ー
ス
が
か

な
り
き
つ
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
距
離
で
も
松
之
山
の
選
手

が
頑
張
り
、
個
人
・
リ
レ
ー
と
も

良
い
成
績
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
選
手
そ
れ
か
ら
大
会
関
係
者
の

皆
さ
ん
、
大
変
を
苦
労
さ
ま
で
し

た
。

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
小
学
生
男
子
A
（
六
年
）

①
高
沢
　
平
（
松
里
小
）
　
　
　
　
駆
秒
2
7

②
村
山
由
貴
男
（
松
代
小
）
　
　
　
51

・
7
9

③
中
島
　
良
（
松
之
山
小
）
　
　
　
52

・
7
3

▼
小
学
生
男
子
B
（
五
年
以
下
）

　
　
　
（
大
回
転
）

①
津
端
康
博
（
松
之
山
小
）

②
瀬
沼
由
則
（
松
代
小
）

③
佐
藤
一
登
（
松
里
小
）

▼
小
学
生
女
子
A

①
半
戸
小
百
合
（
津
南
J
R
C
）

57　　　　56　55　54

15　　　　94　69　96

魎艦．．蜘＿．

　　　　
、凱

　　レ

②
小
野
塚
尚
子
（
松
里
小
）

③
滝
沢
和
美
（
松
之
山
小
）

▼
小
学
生
女
子
B

①
小
野
塚
瞳
（
松
里
小
）

②
藤
木
理
江
（
津
南
J
R
C
）

③
佐
藤
　
愛
（
松
里
小
）

▼
中
学
生
男
子

①
小
野
塚
学
（
松
之
山
中
）

②
村
山
　
臣
（
　
〃
　
　
）

③
福
原
　
誠
（
　
〃
　
　
）

▼
中
学
生
女
子

①
津
端
美
晴
（
津
南
中
）
　

ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
小
学
生
男
子
A

▼
小
学
生
男
子
B

　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
。

①
村
山
由
貴
男
（
松
代
小
）
　
1
・

②
高
沢
　
平
（
松
里
小
）
　
　
1
・

③
相
沢
俊
幸
（
松
之
山
小
）
　
1
・

大回転競技（スキー場）

60　59　58　　　　59　58

79　59　11　　　01　53

1　　1　　1
・　・　チ｝

12　11　7
・　。　秒
03　09　76

03　02　01　　　　　　（　　　　】14
…　　　　　　回　　・
72　49　34　　　　　　　　　　　91

②
佐
藤
麻
紀
（
松
之
山
中
）
　
1
・
弼
・
0
5

③
植
木
芽
久
美
（
　
〃
　
）
　
1
・
1
8
・
0
5

▼
高
校
生
男
子

①
高
橋
　
広
（
津
南
高
）
　
　
1
・
0
8
・
9
3

②
若
井
孝
幸
（
松
代
高
）
　
　
1
・
1
0
・
0
3

③
小
野
塚
浩
一
（
松
之
山
高
）
1
・
1
2
・
0
6

▼
高
校
・
成
年
女
子

①
金
沢
恵
美
子
（
げ
刃
酬
防
）
　
1
・
20

・
98

②
林
　
郁
江
（
戸
田
建
設
）
　
1
・
3
9
・
85

③
秋
山
　
泉
（
戸
』
田
建
設
）
　
1
．
42
．
0 7

▼
成
年
男
子
一
部

①
宮
沢
徹
也
（
十
日
町
）
　
　
1
・
1
3
・
61

②
宮
崎
晃
久
（
桑
名
川
R
C
）
1
・
1
5
・
3
3

③
石
沢
隆
明
（
県
職
長
岡
）
　
1
・
1
6
・
4
8

▼
成
年
男
子
二
部

①
村
山
好
文
（
ダ
イ
ト
ー
S
C
）
1
・
1
3
・
35

②
大
藤
雅
史
（
　
〃
　
　
）
1
・
M
・
3
7

③
奈
須
川
隆
（
　
　
〃
　
　
）
1
・
1
5
・
3
3

▼
成
年
男
子
三
部

①
曽
田
憲
一
（
糸
魚
川
土
木
）
1
・
2
5
・
1
5

②
土
田
利
栄
（
県
職
長
岡
）
　
1
・
2
8
・
3
8

③
田
中
信
明
（
桑
名
川
R
C
）
1
・
2
8
・
5
6

転
）

　
①
津
端
康
裕
（
松
之
山
小
）

　
②
瀬
沼
由
則
（
松
代
小
）

　
③
佐
藤
一
登
（
松
里
小
）

　
▼
中
学
生
男
子

　
①
涌
井
光
好
（
津
南
中
）

1　　　　1　　1　　1

41　　　’06　06　04

55　　　　27　12　91

①
相
羽
正
彦
（
ス
ノ
ー
マ
ン
）
－
・
4
3
・
1
3

②
宮
沢
徹
也
（
十
日
町
）
　
　
1
・
44

・
87

③
関
口
一
成
（
桑
名
川
R
C
）
1
・
4
6
・
5
5

▼
成
年
男
子
二
部

①
村
山
好
文
（
ダ
イ
ト
ー
S
C
）
1
・
4
5
．
23

②
今
井
伸
行
（
県
職
長
岡
）
　
1
・
4
5
・
7
2

③
奈
須
川
隆
（
ダ
イ
ト
i
S
C
）
1
・
4
6
・
3
5

▼
成
年
男
子
三
部

①
土
田
利
栄
（
県
職
長
岡
）
　
1
・
0
5
・
1
9

②
常
川
　
守
（
須
坂
市
）
　
　
－
・
0
7
・
94

③
曽
田
憲
一
（
糸
魚
川
土
木
）
1
・
0
8
・
4
9

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

▼
小
学
男
子
A
　
5
キ
ロ

①
高
橋
利
一
（
松
里
小
）
　
　
1
5
分
2
3
秒
9

②
若
井
由
加
（
室
野
S
C
）
　
1
6
・
1
0
・
9

③
小
菅
敬
之
（
安
塚
小
）
　
　
照
・
2
6
・
0

▼
小
学
生
男
子
B

咋

　
　
　
（
距
　
離
）

①
池
亀
亮
人
（
外
丸
小
）

②
高
橋
佳
男
（
松
里
小
）

③
高
橋
　
明
（
外
丸
小
）

▼
小
学
生
女
子
A

①
高
橋
美
樹
（
外
丸
小
）

、

⑥

スタート直後からデッドヒートが　　3
繰り広げられる（中学男子）　12キ耽7や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24　口　 41　23　23

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　4　2　0

　
　
　
　
＼
＼
ご

盈
駅
　
　
、

無ー、　
　
　
　
タ
啄
！

　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
鱒
　
P

②
小
林
美
佐
子
（
豊
原
小
）

③
小
林
正
子
（
安
塚
小
）

▼
小
学
生
女
子
B

①
篠
原
直
美
（
外
丸
小
）

②
高
橋
陽
子
（
莇
平
小
）

③
佐
藤
あ
す
か
（
松
里
小
）

▼
中
学
生
男
子
　
旧
キ
ロ

リ
レ
ー
競
技

▼
小
学
生
男
子

①
安
塚
小
学
校
A
チ
ー
ム

②
松
里
小
学
校

③
外
丸
小
学
校
A
チ
ー
ム

▼
小
学
生
女
子

①
外
丸
小
学
校
A
チ
ー
ム

②
浦
田
小
学
校

③
安
塚
小
学
校

④
東
川
小
学
校

⑥
松
里
小
学
校

15　14　14　　　13　12

00　26　24　　　　19　56

6　　1　7　　　　1　8

31　30　30　30　27　　　　49　49　47

。．・・…　　 分
41　51　39　1346　　　55　17　27

．．。・…　　　秒
82864　 277

みんなの声援をうけながら

一生けん命走る選手たち
　　　　　　　（距離会場）

①
島
田
敏
光
（
上
郷
中
）
　
　
2
5
・
39

②
若
井
憲
一
（
松
代
中
）
　
　
2
6
・
2
3

③
島
田
武
彦
（
上
郷
中
）
　
　
2
7
・
㎝

▼
中
学
生
女
子
　
5
キ
ロ

①
馬
場
里
美
（
村
立
妙
高
）
　
硲
・
1
8

②
山
下
ル
ミ
子
（
　
〃
　
）
　
1
6
・
2
4

③
竹
内
雅
子
（
浦
閏
中
）
　
　
1
6
・
2
6

▼
中
学
生
男
子

①
上
郷
中
学
校
　
　
　
　
　
　
55

・
05

②
村
立
妙
高
中
学
校
』
　
　
　
56
．
1
6

③
安
塚
中
学
校
　
　
　
　
　
　
56

・
4
7

▼
中
学
校
女
子

①
村
立
妙
高
中
学
校
　
　
　
　
35

・
2
8

②
上
郷
中
学
校
　
　
　
　
　
　
39

・
1
3

511　08955　881
被
害
に
あ
つ
た
と
き
は

　
　
　
　
必
ず
届
出
れ
ノ

　
盗
難
な
ど
の
犯
罪
の
被
害
に

あ
っ
た
と
き
に

　
「
被
害
が
少
な
い
か
ら
」

　
「
面
倒
だ
か
ら
」

な
ど
の
理
由
で
被
害
の
届
出
を

し
な
い
と
、
第
二
、
第
三
の
犯

行
に
つ
な
が
り
被
害
が
広
が
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
事
件
の
早
期
解
決
と
被
害
の

拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の
届
出
が
必
要
で
す
。

1
届
出
は

　
　
事
件
解
決
の

　
　
　
糸
ロ
で
す
；

爵
齢

　
　
　
　
　
’
一
，
　
　
質

辱⑳
　　も

曝

⑦



ー
ト
5
ー

0

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
カ
層
一
一
バ
ル
●

カ
ザ
マ
カ
ツ
。
7

3
月
2
5
日
開
催
（
う
る
お
い
新
潟
農
業
宣
伝
事
業
）

細

毎回好評の雪中綱引き大会（昨年のスナップより）

　
ス
キ
i
場
で
行
わ
れ
る
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
“
第
七
回
ス
キ
ー
カ
ー

ニ
バ
ル
”
が
、
今
年
も
三
月
二
十

五
日
に
盛
大
に
実
施
さ
れ
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

　
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会

も
同
時
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
は
新
潟
県
が
農
林

産
物
の
消
費
拡
大
を
目
的
に
運
動

し
て
い
る
「
う
る
お
い
新
潟
農
業

宣
伝
事
業
」
と
の
協
賛
が
決
ま
り
、

色
々
な
催
し
物
が
新
し
く
計
画
さ

れ
、
今
ま
で
と
は
一
風
か
わ
っ
た

カ
ー
ニ
バ
ル
に
な
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
当
日
行
わ
れ
る
主
な
イ
ベ
ン
ト

を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
と
、
子
供

た
ち
に
大
人
気
の
“
カ
メ
ン
ラ
イ

ダ
ー
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ョ
ー
”
が
、
午

前
と
午
後
の
二
回
行
わ
れ
ま
す
。

カ
メ
ン
ラ
イ
ダ
ー
の
活
躍
を
是
非

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
す
っ
か
り
恒
例
と

な
り
ま
し
た
”
雪
中
宝
さ
が
し
ゲ

や
d

例
隻チ

旭

療

ー
ム
”
”
酒
一
升
早
飲
み
リ
レ
ー
”

　
”
雪
上
つ
な
ひ
き
大
会
”
も
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
豪
華
な

賞
品
が
多
数
用
意
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
仲
間
で
チ
ー
ム
を
作
っ
て

出
場
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
う
る
お
い
新
潟
農
業
宣
伝
事
業

関
係
と
し
ま
し
て
は
、
味
の
名
店

街
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
ラ
ビ
ッ
ト
ス

ー
プ
、
キ
ネ
ッ
キ
餅
、
甘
酒
の
無

料
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、
あ
ん
ぼ
、

ぽ
た
も
ち
、
ち
ま
き
、
手
打
ち
そ

ば
、
け
ん
ち
ん
汁
等
々
、
地
元
の

味
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
米
の
消
費
拡
大
運
動
の

一
つ
と
し
て
、
お
に
ぎ
り
の
品
種

当
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
す
。
コ
シ
ヒ

カ
リ
．
ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
・
ア
キ
タ

コ
マ
チ
．
ア
キ
ヒ
カ
リ
の
四
種
類

の
お
に
ぎ
り
の
名
柄
を
当
て
て
も

ら
い
、
正
解
者
に
は
ミ
ニ
米
俵
の

賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。
　
（
正
解
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）
、
挑
戦
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
ま
た
、
ミ
ス
雪
椿
に
選

ば
れ
た
三
人
の
お
嬢
さ
ん
が
や
っ

て
来
て
、
セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど
色
々

な
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
す
。

新
潟
美
人
の
三
人
を
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
雪
椿
の
中
で
は

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
里
写
真
展
」
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
松
之
山
の
農
山
村
の

風
景
写
真
を
集
め
て
展
示
す
る
も

の
で
、
四
季
折
々
の
松
之
山
を
広

く
皆
さ
ん
か
ら
見
て
も
ら
い
ま
す
。

「
こ
れ
は
」
と
思
う
写
真
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
是
非
お
貸
し
く
だ
さ

い
。
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
当
日
は
、
午
前
十
時
よ
り
色
々

な
催
し
物
が
一
斉
に
始
ま
り
ま
す

が
、
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大

会
に
出
場
す
る
方
や
、
味
の
名
店

街
を
目
的
と
さ
れ
る
方
は
早
目
に

行
か
れ
た
方
が
良
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

　
内
容
盛
り
沢
山
の
ス
キ
ー
カ
ー

ニ
バ
ル
。
家
族
連
れ
で
来
て
み
て

く
だ
さ
い
。
楽
し
い
事
が
い
っ
ぱ

い
待
っ
て
ま
す
よ
。

　
な
お
、
カ
ー
ニ
バ
ル
に
つ
い
て

詳
し
く
知
り
た
い
事
、
競
技
参
加

申
し
込
み
な
ど
は
、
役
場
振
興
課

観
光
係
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

電
話
六
ー
三
一
三
一
番
で
す
。
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冒
険
学
校
の
子
供
た
ち
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
の
松
之
山
を
体
験

　
二
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の

三
日
間
、
黒
倉
部
落
に
お
い
て
松

之
山
冒
険
学
校
が
開
か
れ
、
東
京
・

埼
玉
の
子
供
た
ち
三
十
二
名
と
地

元
松
之
山
の
小
中
学
生
一
八
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
毎
年
一
回
か
二
回
行
わ
れ
て
い

る
こ
の
冒
険
学
校
、
今
回
は
旧
黒

倉
分
校
を
拠
点
と
し
て
色
々
な
活

動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
十
日
の
夕
方
、
地
元
参
加
の
子

供
た
ち
と
黒
倉
の
皆
さ
ん
が
出
迎

え
る
中
、
到
着
し
た
冒
険
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　　〆
／盈

の
一
行
は
、
夕
食
を
食
べ
、
そ
の

後
開
校
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
朝
か
ら
雨
と
い
う
、

あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
午

前
中
計
画
ど
お
り
兎
追
い
を
実
施
、

一
度
も
履
い
た
事
の
な
い
カ
ン
ジ

キ
を
つ
け
て
山
に
入
り
、
大
き
な

声
で
兎
を
追
い
ま
し
た
。
悪
戦
苦

闘
す
る
事
二
時
問
、
よ
う
や
く
三

羽
の
兎
を
捕
ま
え
る
事
に
成
功
、

都
会
の
子
供
た
ち
は
真
っ
白
な
兎

を
見
て
大
喜
こ
び
で
し
た
。

　
午
後
か
ら
都
会
の
子
供
た
ち
は

議
、
．
亀

雨の中の兎追い、｝3羽つかまえて大喜び

民
泊
先
へ
出
掛
け
、
残
っ
た
松
之

山
の
子
供
た
ち
は
ケ
ー
キ
づ
く
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
み
ん

な
で
協
力
し
あ
い
な
が
ら
生
ク
リ

ー
ム
を
作
っ
た
り
、
カ
ス
テ
ラ
に

塗
っ
た
り
、
初
め
て
体
験
す
る
子

供
た
ち
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、

お
い
し
そ
う
な
ケ
ー
キ
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

　
最
後
の
日
は
午
前
中
に
閉
校
式

を
行
い
、
仲
良
く
な
っ
た
松
之
山

の
子
供
た
ち
と
別
れ
て
都
会
へ
と

帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

旧黒倉分校に集まった子供たち。地元参加

の子供たちとすぐ仲良くなりました
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松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
カ
層
一
一
バ
ル
●

カ
ザ
マ
カ
ツ
。
7

3
月
2
5
日
開
催
（
う
る
お
い
新
潟
農
業
宣
伝
事
業
）

細

毎回好評の雪中綱引き大会（昨年のスナップより）

　
ス
キ
i
場
で
行
わ
れ
る
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
“
第
七
回
ス
キ
ー
カ
ー

ニ
バ
ル
”
が
、
今
年
も
三
月
二
十

五
日
に
盛
大
に
実
施
さ
れ
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

　
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会

も
同
時
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
は
新
潟
県
が
農
林

産
物
の
消
費
拡
大
を
目
的
に
運
動

し
て
い
る
「
う
る
お
い
新
潟
農
業

宣
伝
事
業
」
と
の
協
賛
が
決
ま
り
、

色
々
な
催
し
物
が
新
し
く
計
画
さ

れ
、
今
ま
で
と
は
一
風
か
わ
っ
た

カ
ー
ニ
バ
ル
に
な
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
当
日
行
わ
れ
る
主
な
イ
ベ
ン
ト

を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
と
、
子
供

た
ち
に
大
人
気
の
“
カ
メ
ン
ラ
イ

ダ
ー
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ョ
ー
”
が
、
午

前
と
午
後
の
二
回
行
わ
れ
ま
す
。

カ
メ
ン
ラ
イ
ダ
ー
の
活
躍
を
是
非

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
す
っ
か
り
恒
例
と

な
り
ま
し
た
”
雪
中
宝
さ
が
し
ゲ

や
d

例
隻チ

旭

療

ー
ム
”
”
酒
一
升
早
飲
み
リ
レ
ー
”

　
”
雪
上
つ
な
ひ
き
大
会
”
も
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
豪
華
な

賞
品
が
多
数
用
意
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
仲
間
で
チ
ー
ム
を
作
っ
て

出
場
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
う
る
お
い
新
潟
農
業
宣
伝
事
業

関
係
と
し
ま
し
て
は
、
味
の
名
店

街
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
ラ
ビ
ッ
ト
ス

ー
プ
、
キ
ネ
ッ
キ
餅
、
甘
酒
の
無

料
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、
あ
ん
ぼ
、

ぽ
た
も
ち
、
ち
ま
き
、
手
打
ち
そ

ば
、
け
ん
ち
ん
汁
等
々
、
地
元
の

味
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
米
の
消
費
拡
大
運
動
の

一
つ
と
し
て
、
お
に
ぎ
り
の
品
種

当
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
す
。
コ
シ
ヒ

カ
リ
．
ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
・
ア
キ
タ

コ
マ
チ
．
ア
キ
ヒ
カ
リ
の
四
種
類

の
お
に
ぎ
り
の
名
柄
を
当
て
て
も

ら
い
、
正
解
者
に
は
ミ
ニ
米
俵
の

賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。
　
（
正
解
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）
、
挑
戦
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
ま
た
、
ミ
ス
雪
椿
に
選

ば
れ
た
三
人
の
お
嬢
さ
ん
が
や
っ

て
来
て
、
セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど
色
々

な
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
す
。

新
潟
美
人
の
三
人
を
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
雪
椿
の
中
で
は

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
里
写
真
展
」
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
松
之
山
の
農
山
村
の

風
景
写
真
を
集
め
て
展
示
す
る
も

の
で
、
四
季
折
々
の
松
之
山
を
広

く
皆
さ
ん
か
ら
見
て
も
ら
い
ま
す
。

「
こ
れ
は
」
と
思
う
写
真
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
是
非
お
貸
し
く
だ
さ

い
。
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
当
日
は
、
午
前
十
時
よ
り
色
々

な
催
し
物
が
一
斉
に
始
ま
り
ま
す

が
、
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大

会
に
出
場
す
る
方
や
、
味
の
名
店

街
を
目
的
と
さ
れ
る
方
は
早
目
に

行
か
れ
た
方
が
良
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

　
内
容
盛
り
沢
山
の
ス
キ
ー
カ
ー

ニ
バ
ル
。
家
族
連
れ
で
来
て
み
て

く
だ
さ
い
。
楽
し
い
事
が
い
っ
ぱ

い
待
っ
て
ま
す
よ
。

　
な
お
、
カ
ー
ニ
バ
ル
に
つ
い
て

詳
し
く
知
り
た
い
事
、
競
技
参
加

申
し
込
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な
ど
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、
役
場
振
興
課

観
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お
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。

電
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ら
十
二
日
ま
で
の
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日
間
、
黒
倉
部
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に
お
い
て
松

之
山
冒
険
学
校
が
開
か
れ
、
東
京
・

埼
玉
の
子
供
た
ち
三
十
二
名
と
地

元
松
之
山
の
小
中
学
生
一
八
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
毎
年
一
回
か
二
回
行
わ
れ
て
い

る
こ
の
冒
険
学
校
、
今
回
は
旧
黒

倉
分
校
を
拠
点
と
し
て
色
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な
活

動
に
チ
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レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
十
日
の
夕
方
、
地
元
参
加
の
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の
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、
到
着
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た
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の
一
行
は
、
夕
食
を
食
べ
、
そ
の

後
開
校
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
朝
か
ら
雨
と
い
う
、

あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
午

前
中
計
画
ど
お
り
兎
追
い
を
実
施
、

一
度
も
履
い
た
事
の
な
い
カ
ン
ジ

キ
を
つ
け
て
山
に
入
り
、
大
き
な

声
で
兎
を
追
い
ま
し
た
。
悪
戦
苦

闘
す
る
事
二
時
問
、
よ
う
や
く
三

羽
の
兎
を
捕
ま
え
る
事
に
成
功
、

都
会
の
子
供
た
ち
は
真
っ
白
な
兎

を
見
て
大
喜
こ
び
で
し
た
。

　
午
後
か
ら
都
会
の
子
供
た
ち
は

議
、
．
亀

雨の中の兎追い、｝3羽つかまえて大喜び

民
泊
先
へ
出
掛
け
、
残
っ
た
松
之

山
の
子
供
た
ち
は
ケ
ー
キ
づ
く
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
み
ん

な
で
協
力
し
あ
い
な
が
ら
生
ク
リ

ー
ム
を
作
っ
た
り
、
カ
ス
テ
ラ
に

塗
っ
た
り
、
初
め
て
体
験
す
る
子

供
た
ち
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、

お
い
し
そ
う
な
ケ
ー
キ
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

　
最
後
の
日
は
午
前
中
に
閉
校
式

を
行
い
、
仲
良
く
な
っ
た
松
之
山

の
子
供
た
ち
と
別
れ
て
都
会
へ
と

帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

旧黒倉分校に集まった子供たち。地元参加

の子供たちとすぐ仲良くなりました
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4
カ
ナ
ダ
の
子
供
た
ち
と
文
通
交
流

　
松
之
山
中
学
と
浦
田
中
学
の
生

徒
は
、
カ
ナ
ダ
ア
ル
バ
ー
9
州
の

臼
本
語
教
育
の
手
動
け
と
し
て
．

三
年
前
か
ら
文
通
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
と
￥
ア
ル
バ
ー
9
州
政

府
の
教
育
省
に
勤
め
る
ミ
、
セ
ス
9

ー
ン
フ
ル
氏
が
来
日
し
、
臼
本
側

の
仲
介
者
を
し
て
い
る
浦
田
小
学

校
の
価
井
校
長
先
生
ら
と
交
流
さ

れ
ま
し
た
。

　
9
ー
ン
フ
ル
氏
は
、
日
本
側
か

ら
送
ら
れ
て
来
る
手
紙
や
絵
、
習

字
の
手
本
、
写
輿
な
ど
は
小
学
校

か
ら
高
校
ま
で
フ
ル
活
用
さ
れ
、

大
変
役
立
っ
て
い
る
と
深
く
感
謝

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
浦
田
小
学
校
で
は
、
囚
月
よ
り

二
年
生
が
カ
ナ
ダ
の
子
供
た
ち
と

文
通
を
始
め
る
そ
う
で
す
。

このほど来日したカナダ・アルバータ州

のターンブル氏（左側）。「日本との交流を

もっと続けていきたいと思います円

●

　
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
に
ぎ

く
や
か
な
平
成
音
頭

2
真
冬
の
芸
能
祭
、
今
年
で
九
回
目
（
小
谷
部
落
）

　
各
の
暇
な
時
に
芸
能
祭
を
開
催

し
て
楽
し
ん
で
い
る
小
谷
部
落
。

ム
フ
年
も
二
月
十
　
日
の
建
国
記
念

日
に
第
九
回
目
の
新
春
芸
能
祭
を

行
い
、
部
落
民
総
出
で
楽
し
い
び

と
と
き
を
過
し
ま
し
た
。

　
午
後
皿
時
、
小
学
生
に
大
人
が

交
っ
て
の
に
ぎ
や
か
な
ハ
木
節
で

幕
が
開
き
、
続
い
て
民
謡
や
婦
人

会
の
踊
り
、
子
供
白
波
五
人
男
、

ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
．
落
語
に
劇

と
、
色
々
な
出
し
物
が
楽
し
い
雰

囲
気
の
中
で
次
々
と
披
露
さ
れ
、

盛
ん
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
も
民
謡
会
の
万
た
ち
や
、

湯
山
神
楽
の
皆
さ
ん
、
水
梨
や
大

荒
P
の
皆
さ
ん
な
ど
多
く
の
万
が

こ
の
芸
能
祭
を
見
に
訪
れ
、
友
情

出
演
を
し
た
り
飛
び
入
り
コ
ー
ナ

ー
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
．
座
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
昔
詰
を
題
材
に
し
て
魯
回
演
じ

ら
れ
る
後
継
者
会
の
皆
さ
ん
の
劇
。

今
回
は
、
悪
賢
い
狐
が
最
後
に
は

お
び
と
よ
し
の
冊
う
ぞ
に
だ
ま
さ

れ
る
と
い
う
内
容
の
「
行
部
の
三

九
郎
狐
と
長
者
原
の
川
う
そ
」
が
￥

お
も
し
ろ
お
か
し
く
演
じ
ら
れ
会

場
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　
小
谷
の
皆
さ
ん
は
十
回
を
『
つ

の
区
切
り
に
し
た
い
と
￥
来
年
開

催
に
向
け
峯
備
を
進
め
て
行
く
そ

う
で
ず
、

雨
の
中
の
ス
キ
ー
大
会
町
内
四
地
区
一
斉
に
開
催

房

　畢
鍵

．

噛
、

昔話を今風にアレンジした「行部の

三九郎狐と長者原の川うそ」の劇。

会場の笑いを誘っていました。

3　
二
月
二
十
五
日
、
松
之
山
・
松

里
・
布
川
・
浦
田
の
四
地
区
で
一

斉
に
ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、
ス

キ
ー
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
種
目

で
体
力
作
り
を
し
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
少
雪
で
、
し

か
も
三
月
末
頃
の
暖
か
さ
の
中
で

の
大
会
と
な
り
＼
各
地
区
で
は
コ

ー
ス
作
り
、
会
場
整
備
に
か
な
り

苫
労
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
天
候
の

万
も
、
お
昼
少
し
前
か
ら
雨
が
降

り
始
め
．
皿
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変

更
し
た
り
、
松
之
山
地
区
で
は
午

後
、
体
育
館
の
中
で
実
施
し
ま
し

た
。

　
二
月
十
八
日
の
選
挙
の
日
が
快

晴
だ
っ
た
だ
け
に
、
ち
ょ
っ
と
悔

や
ま
れ
る
こ
の
日
の
天
気
で
し
た
。

　
松
之
山
小
学
校
で
行
わ
れ
た
校

区
民
ス
キ
ー
大
会
は
、
町
営
住
宅

裏
の
ア
ル
ペ
ン
会
場
で
滑
降
競
技

を
、
ま
た
、
そ
の
他
競
技
は
グ
ラ

ン
ド
で
実
施
さ
れ
、
午
後
は
体
育

館
の
中
で
室
内
競
技
を
行
い
ま
し

た
。

一

ー

ソリレースでガンバル婦人の

皆さん（松之山地区）

4
県
内
の
ト
ツ
ブ
を
き
つ
て
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
で
卒
業
式

中島校長より1人1人に卒業証書が手渡される。

　
県
内
公
立
高
校
の
中
で
は
一
番

早
く
卒
業
式
を
あ
げ
る
と
い
う
事

で
、
笛
年
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
紹
介

さ
れ
る
松
之
山
分
校
。

　
今
年
も
二
月
二
十
七
日
に
卒
業

式
が
挙
行
さ
れ
、
五
十
三
名
が
学

舎
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
時
折
小
雪
の
バ
ラ
ツ

ク
大
変
寒
い
日
で
、
卒
業
生
は
も

ち
ろ
ん
、
釆
賓
、
父
兄
の
皆
さ
ん

も
身
を
引
き
締
め
て
、
式
に
臨
ん

で
い
た
よ
う
で
す
。

　
担
任
の
先
生
か
ら
一
人
一
人
名

前
を
呼
ば
れ
、
緊
張
し
た
面
持
ち

で
卒
業
証
書
を
手
に
す
る
卒
業
生

は
＼
心
な
し
か
大
人
び
て
見
え
ま

し
た
。

　
中
島
校
長
先
生
が
「
二
年
間
学

ん
だ
事
を
思
い
出
し
、
そ
れ
を
社

会
で
実
躍
し
て
ほ
し
い
四
と
激
励

す
る
と
、
卒
業
生
代
表
の
小
林
慶

雄
君
は
「
こ
の
先
ど
ん
な
試
練
が

待
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

松
之
山
で
培
わ
れ
た
教
訓
を
生
か

し
、
頑
張
っ
て
行
き
た
い
四
と
決

意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
五
士
二
名
の
う
ち
．
松
之
山
に

は
二
名
残
っ
て
就
職
す
る
と
い
う

事
で
す
。

　
町
外
に
行
か
れ
る
皆
さ
ん
、
ふ

る
さ
と
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

卒業生を代表して小林慶雄君が答辞を述

べました。

●
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4
カ
ナ
ダ
の
子
供
た
ち
と
文
通
交
流

　
松
之
山
中
学
と
浦
田
中
学
の
生

徒
は
、
カ
ナ
ダ
ア
ル
バ
ー
9
州
の

臼
本
語
教
育
の
手
動
け
と
し
て
．

三
年
前
か
ら
文
通
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
と
￥
ア
ル
バ
ー
9
州
政

府
の
教
育
省
に
勤
め
る
ミ
、
セ
ス
9

ー
ン
フ
ル
氏
が
来
日
し
、
臼
本
側

の
仲
介
者
を
し
て
い
る
浦
田
小
学

校
の
価
井
校
長
先
生
ら
と
交
流
さ

れ
ま
し
た
。

　
9
ー
ン
フ
ル
氏
は
、
日
本
側
か

ら
送
ら
れ
て
来
る
手
紙
や
絵
、
習

字
の
手
本
、
写
輿
な
ど
は
小
学
校

か
ら
高
校
ま
で
フ
ル
活
用
さ
れ
、

大
変
役
立
っ
て
い
る
と
深
く
感
謝

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
浦
田
小
学
校
で
は
、
囚
月
よ
り

二
年
生
が
カ
ナ
ダ
の
子
供
た
ち
と

文
通
を
始
め
る
そ
う
で
す
。

このほど来日したカナダ・アルバータ州

のターンブル氏（左側）。「日本との交流を

もっと続けていきたいと思います円

●

　
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
に
ぎ

く
や
か
な
平
成
音
頭

2
真
冬
の
芸
能
祭
、
今
年
で
九
回
目
（
小
谷
部
落
）

　
各
の
暇
な
時
に
芸
能
祭
を
開
催

し
て
楽
し
ん
で
い
る
小
谷
部
落
。

ム
フ
年
も
二
月
十
　
日
の
建
国
記
念

日
に
第
九
回
目
の
新
春
芸
能
祭
を

行
い
、
部
落
民
総
出
で
楽
し
い
び

と
と
き
を
過
し
ま
し
た
。

　
午
後
皿
時
、
小
学
生
に
大
人
が

交
っ
て
の
に
ぎ
や
か
な
ハ
木
節
で

幕
が
開
き
、
続
い
て
民
謡
や
婦
人

会
の
踊
り
、
子
供
白
波
五
人
男
、

ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
．
落
語
に
劇

と
、
色
々
な
出
し
物
が
楽
し
い
雰

囲
気
の
中
で
次
々
と
披
露
さ
れ
、

盛
ん
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
も
民
謡
会
の
万
た
ち
や
、

湯
山
神
楽
の
皆
さ
ん
、
水
梨
や
大

荒
P
の
皆
さ
ん
な
ど
多
く
の
万
が

こ
の
芸
能
祭
を
見
に
訪
れ
、
友
情

出
演
を
し
た
り
飛
び
入
り
コ
ー
ナ

ー
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
．
座
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
昔
詰
を
題
材
に
し
て
魯
回
演
じ

ら
れ
る
後
継
者
会
の
皆
さ
ん
の
劇
。

今
回
は
、
悪
賢
い
狐
が
最
後
に
は

お
び
と
よ
し
の
冊
う
ぞ
に
だ
ま
さ

れ
る
と
い
う
内
容
の
「
行
部
の
三

九
郎
狐
と
長
者
原
の
川
う
そ
」
が
￥

お
も
し
ろ
お
か
し
く
演
じ
ら
れ
会

場
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　
小
谷
の
皆
さ
ん
は
十
回
を
『
つ

の
区
切
り
に
し
た
い
と
￥
来
年
開

催
に
向
け
峯
備
を
進
め
て
行
く
そ

う
で
ず
、

雨
の
中
の
ス
キ
ー
大
会
町
内
四
地
区
一
斉
に
開
催

房

　畢
鍵

．

噛
、

昔話を今風にアレンジした「行部の

三九郎狐と長者原の川うそ」の劇。

会場の笑いを誘っていました。

3　
二
月
二
十
五
日
、
松
之
山
・
松

里
・
布
川
・
浦
田
の
四
地
区
で
一

斉
に
ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、
ス

キ
ー
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
種
目

で
体
力
作
り
を
し
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
少
雪
で
、
し

か
も
三
月
末
頃
の
暖
か
さ
の
中
で

の
大
会
と
な
り
＼
各
地
区
で
は
コ

ー
ス
作
り
、
会
場
整
備
に
か
な
り

苫
労
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
天
候
の

万
も
、
お
昼
少
し
前
か
ら
雨
が
降

り
始
め
．
皿
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変

更
し
た
り
、
松
之
山
地
区
で
は
午

後
、
体
育
館
の
中
で
実
施
し
ま
し

た
。

　
二
月
十
八
日
の
選
挙
の
日
が
快

晴
だ
っ
た
だ
け
に
、
ち
ょ
っ
と
悔

や
ま
れ
る
こ
の
日
の
天
気
で
し
た
。

　
松
之
山
小
学
校
で
行
わ
れ
た
校

区
民
ス
キ
ー
大
会
は
、
町
営
住
宅

裏
の
ア
ル
ペ
ン
会
場
で
滑
降
競
技

を
、
ま
た
、
そ
の
他
競
技
は
グ
ラ

ン
ド
で
実
施
さ
れ
、
午
後
は
体
育

館
の
中
で
室
内
競
技
を
行
い
ま
し

た
。
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皆さん（松之山地区）
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内
の
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を
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高
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山
分
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で
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業
式

中島校長より1人1人に卒業証書が手渡される。
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内
公
立
高
校
の
中
で
は
一
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早
く
卒
業
式
を
あ
げ
る
と
い
う
事

で
、
笛
年
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
紹
介

さ
れ
る
松
之
山
分
校
。

　
今
年
も
二
月
二
十
七
日
に
卒
業

式
が
挙
行
さ
れ
、
五
十
三
名
が
学

舎
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
時
折
小
雪
の
バ
ラ
ツ

ク
大
変
寒
い
日
で
、
卒
業
生
は
も

ち
ろ
ん
、
釆
賓
、
父
兄
の
皆
さ
ん

も
身
を
引
き
締
め
て
、
式
に
臨
ん

で
い
た
よ
う
で
す
。

　
担
任
の
先
生
か
ら
一
人
一
人
名

前
を
呼
ば
れ
、
緊
張
し
た
面
持
ち

で
卒
業
証
書
を
手
に
す
る
卒
業
生

は
＼
心
な
し
か
大
人
び
て
見
え
ま

し
た
。

　
中
島
校
長
先
生
が
「
二
年
間
学

ん
だ
事
を
思
い
出
し
、
そ
れ
を
社

会
で
実
躍
し
て
ほ
し
い
四
と
激
励

す
る
と
、
卒
業
生
代
表
の
小
林
慶

雄
君
は
「
こ
の
先
ど
ん
な
試
練
が

待
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

松
之
山
で
培
わ
れ
た
教
訓
を
生
か

し
、
頑
張
っ
て
行
き
た
い
四
と
決

意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
五
士
二
名
の
う
ち
．
松
之
山
に

は
二
名
残
っ
て
就
職
す
る
と
い
う

事
で
す
。

　
町
外
に
行
か
れ
る
皆
さ
ん
、
ふ

る
さ
と
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

卒業生を代表して小林慶雄君が答辞を述

べました。
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今
回
は
雨
の
中
の
豪
雪
塾
で
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三
入
も
参
加
し
た
第
四
回
豪
雪
塾

ス
日
和
り
中
、
北
浦
田
の
田
ん
ぽ

の
上
で
「
や
ぶ
こ
ざ
き
レ
ー
ス
」

や
ソ
リ
乗
り
、
、
雪
像
作
り
な
ど
が

行
わ
れ
、
体
力
を
持
て
余
し
て
い

た
塾
生
の
皆
さ
ん
は
大
ハ
リ
キ
リ

で
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昼
食
に
は
モ
チ
が
用
意
さ
れ
、

三
升
モ
チ
を
八
う
す
つ
き
ま
し
た

τつ
　◎

）

け
ん
ち
ん
汁
、
お
で
ん
、
ヤ
キ
ソ

バ
な
ど
の
屋
台
が
周
り
を
取
り
囲

む
会
場
で
は
、
民
泊
先
の
方
や
一

般
地
区
民
の
方
た
ち
が
持
ち
寄
っ

た
重
箱
が
並
び
、
地
酒
も
ふ
る
ま

わ
れ
て
賑
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
が
遅

く
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
日
と
な
っ
た
十
二
日
は

雨
も
あ
が
り
、
絶
好
の
雪
上
レ
ー

疹

年
も
雪
が
少
な
く
、
メ
イ
ン
の
十

一
日
が
雨
と
、
天
候
に
は
ち
ょ
っ

と
恵
ま
れ
な
い
塾
で
し
た
が
、
そ

れ
で
も
都
会
の
人
た
ち
に
と
っ
て

は
初
め
て
見
る
．
雪
の
多
さ
に
ビ
ッ

ク
リ
、
大
変
な
喜
び
の
よ
う
で
し

た
。

　
十
日
の
夕
方
浦
田
に
着
い
た
塾

生
の
皆
さ
ん
は
、
四
十
一
軒
の
民

泊
先
に
別
れ
、
暖
か
い
も
て
な
し

を
受
け
な
が
ら
一
夜
を
過
し
ま
し

た
。

　
翌
日
は
あ
い
に
く
の
雨
。
計
画

で
は
午
前
中
に
“
や
ぶ
こ
ざ
き
レ

ー
ス
”
な
ど
、
雪
上
で
の
色
々
な

競
技
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
う

予
定
で
し
た
が
、
そ
れ
を
十
二
日

に
ま
わ
し
て
、
お
昼
近
く
か
ら
集

合
し
て
歳
0
禅
作
り
を
体
験
。
ワ

ラ
を
集
め
高
く
組
ん
で
い
く
の
を

珍
し
そ
う
に
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

　
夕
方
か
ら
小
学
校
体
育
館
に
会

場
を
移
し
て
、
す
っ
か
り
恒
例
と

な
っ
た
”
重
箱
パ
ー
テ
ィ
”
の
始

ま
り
で
す
。
お
に
ぎ
り
、
あ
ん
ぽ
、

尋

　
雪
を
利
用
し
て
の
地
域
づ
く
り

を
目
的
に
始
め
ら
れ
た
浦
田
地
区

の
豪
雪
塾
。
早
い
も
の
で
今
年
で

四
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
月
十
日
～
十
二
日
ま
で
の
三

日
間
開
催
さ
れ
た
今
回
は
、
関
東

方
面
を
中
心
に
二
三
二
名
の
方
が

参
加
し
、
雪
国
体
験
を
楽
し
ん
で

い
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
豪
雪
塾
と
は
い
え
今雨の中での歳の神づくり

評～

へ．

「なかなか思うように走れな～いざき

が
、
つ
く
の
が
問
に
合
わ
な
い
く

ら
い
沢
山
食
べ
で
く
れ
て
、
地
元

の
皆
さ
ん
を
驚
か
せ
た
よ
う
で
す
。

　
午
後
二
時
、
塾
生
の
皆
さ
ん
は
、

楽
し
か
っ
た
思
い
出
と
満
腹
の
お

な
か
を
抱
え
て
浦
田
を
出
発
し
て

行
き
ま
し
た
。

■匿漕8』コ図
体育館での楽しい重箱パーティ

「
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
習
」

　
機
体
重
量
3
ト
ン
以
上
の
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
・
ト
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ベ

ル
・
バ
ッ
ク
ホ
ー
及
び
く
い
打
機
・

く
い
抜
機
等
の
運
転
は
、
労
働
安

全
衛
生
法
に
よ
り
、
指
定
教
習
機

関
の
行
う
技
能
講
習
を
修
了
し
た

も
の
で
な
け
れ
ば
、
運
転
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
技
能
講
習
が
平
成
二
年
度
は

次
の
よ
う
な
日
程
で
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
、

　
　
運
搬
、
積
込
み
及
び
掘
削
用
）

　
　
運
転
技
能
講
習

○
第
一
回
　
学
科
・
四
月
四
～
五

　
　
日
、
実
技
・
四
月
二
三
日
～

　
　
二
七
日

○
第
二
回
　
学
科
・
五
月
二
八
日

　
　
～
二
九
日
、
実
技
・
六
月
一

　
　
八
日
～
二
二
日

○
第
三
回
　
学
科
・
七
月
二
日
～

　
　
三
日
、
実
技
・
七
月
三
十
日

　
　
～
八
月
三
日

○
第
四
回
　
学
科
・
九
月
十
日
～

　
　
十
一
日
、
実
技
・
十
月
一
日

　
　
～
五
日

　
※
大
型
特
殊
免
許
取
得
者
は
実

　
　
技
一
日
で
修
了

二
、
実
施
場
所

　
新
潟
市
新
崎
二
五
六

　
神
鋼
コ
ベ
ル
コ
建
機
㈱
　
新
潟

　
建
設
機
械
セ
ン
タ
ー

三
、
問
い
合
せ
先

　
新
潟
市
新
光
町
七
ー
五
　
新
潟

県
建
設
会
館
内

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
新

　
潟
県
支
部
　
T
E
L
O
二
五
ー

　
二
八
五
－
七
一
四
一
番

いな

住所を移される方は
手続きを忘れずに！

　
三
月
・
四
月
は
進
学
・
就
職
・

転
勤
等
で
住
所
が
変
わ
る
方
の
多

い
月
で
す
。

　
松
之
山
か
ら
町
外
に
出
ら
れ
る

方
、
ま
た
逆
に
松
之
山
に
来
ら
れ

る
方
は
、
住
所
移
動
の
届
出
を
き

ち
ん
と
済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
ノ
。

　
住
所
の
移
動
は
、
実
際
転
入
ま

た
は
転
出
さ
れ
た
日
よ
り
十
四
日

以
内
に
、
役
場
な
ど
の
役
所
に
届

出
を
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
届
出
に
は
移
動
先
の
住
所
（
ア

パ
ー
ト
な
ど
は
名
前
も
必
要
）
移

動
日
・
印
鑑
・
保
険
証
（
国
民
健

康
保
険
証
）
、
印
鑑
登
録
を
さ
れ
、

て
い
る
方
は
登
録
証
が
必
要
で
す
。

　
進
学
さ
れ
る
方
も
住
所
を
移
動

さ
れ
る
方
が
便
利
で
す
。
免
許
を

お
持
ち
の
方
は
、
免
許
証
の
住
所

変
更
も
お
忘
れ
な
く
。

　
こ
の
住
所
の
移
動
が
さ
れ
て
い

な
い
と
病
気
を
し
て
も
保
険
証
が

な
か
っ
た
り
、
色
々
な
権
利
を
行

使
で
き
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　
大
切
な
届
出
で
す
。
忘
れ
ず
に

手
続
き
を
し
て
か
ら
移
動
し
ま
し

ょ
・
つ
。

気
を
つ
け
よ
う
訪
間
販
売

　
　
　
契
約
書
と
領
収
証
は
し
っ

　
最
近
減
っ
て
来
た
と
は
い
え
、

ま
だ
ま
だ
訪
問
販
売
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
後
を
絶
た
な
い
よ
う
で
す
。

　
消
火
器
・
便
所
の
フ
ァ
ン
・
反

物
と
高
価
な
割
り
に
粗
悪
品
を
売

り
つ
け
ら
れ
、
お
金
を
支
払
っ
て

し
ま
い
、
後
で
は
ど
う
す
る
事
も

出
来
ず
に
泣
き
寝
入
り
す
る
ケ
ー

ス
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
訪
問
販
売
は
正
規
の
ル
ー
ト
を

か
り
と

　：

　：

　：

通
し
て
い
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
、
ま
ず
疑
っ
て
み
る
事
が
必
要

で
す
。
た
と
え
顔
見
知
り
で
あ
っ

て
も
契
約
書
を
か
わ
す
事
、
ま
た
、

お
金
を
支
払
っ
た
と
き
は
必
ず
領

収
証
を
も
ら
う
よ
う
に
す
る
の
が
、

後
で
の
ト
ラ
ブ
か
を
防
ぐ
一
つ
の

方
法
か
と
思
い
ま
す
。

　
高
価
な
品
物
ほ
ど
一
人
で
な
く

二
～
三
人
の
人
が
同
席
す
る
所
で

良
く
見
て
、
契
約
の
内
容
を
し
っ

か
り
確
認
し
て
か
ら
買
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
・
つ
。

　
と
に
か
く
、
す
ぐ
お
金
を
支
払

う
と
い
う
の
は
避
け
た
方
が
良
い

で
す
し
、
あ
ま
り
し
つ
こ
い
よ
う

で
し
た
ら
地
元
の
駐
在
さ
ん
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。



ー
2
頃
ー

今
回
は
雨
の
中
の
豪
雪
塾
で
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三
入
も
参
加
し
た
第
四
回
豪
雪
塾

ス
日
和
り
中
、
北
浦
田
の
田
ん
ぽ

の
上
で
「
や
ぶ
こ
ざ
き
レ
ー
ス
」

や
ソ
リ
乗
り
、
、
雪
像
作
り
な
ど
が

行
わ
れ
、
体
力
を
持
て
余
し
て
い

た
塾
生
の
皆
さ
ん
は
大
ハ
リ
キ
リ

で
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昼
食
に
は
モ
チ
が
用
意
さ
れ
、

三
升
モ
チ
を
八
う
す
つ
き
ま
し
た

τつ
　◎

）

け
ん
ち
ん
汁
、
お
で
ん
、
ヤ
キ
ソ

バ
な
ど
の
屋
台
が
周
り
を
取
り
囲

む
会
場
で
は
、
民
泊
先
の
方
や
一

般
地
区
民
の
方
た
ち
が
持
ち
寄
っ

た
重
箱
が
並
び
、
地
酒
も
ふ
る
ま

わ
れ
て
賑
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
が
遅

く
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
日
と
な
っ
た
十
二
日
は

雨
も
あ
が
り
、
絶
好
の
雪
上
レ
ー

疹

年
も
雪
が
少
な
く
、
メ
イ
ン
の
十

一
日
が
雨
と
、
天
候
に
は
ち
ょ
っ

と
恵
ま
れ
な
い
塾
で
し
た
が
、
そ

れ
で
も
都
会
の
人
た
ち
に
と
っ
て

は
初
め
て
見
る
．
雪
の
多
さ
に
ビ
ッ

ク
リ
、
大
変
な
喜
び
の
よ
う
で
し

た
。

　
十
日
の
夕
方
浦
田
に
着
い
た
塾

生
の
皆
さ
ん
は
、
四
十
一
軒
の
民

泊
先
に
別
れ
、
暖
か
い
も
て
な
し

を
受
け
な
が
ら
一
夜
を
過
し
ま
し

た
。

　
翌
日
は
あ
い
に
く
の
雨
。
計
画

で
は
午
前
中
に
“
や
ぶ
こ
ざ
き
レ

ー
ス
”
な
ど
、
雪
上
で
の
色
々
な

競
技
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
う

予
定
で
し
た
が
、
そ
れ
を
十
二
日

に
ま
わ
し
て
、
お
昼
近
く
か
ら
集

合
し
て
歳
0
禅
作
り
を
体
験
。
ワ

ラ
を
集
め
高
く
組
ん
で
い
く
の
を

珍
し
そ
う
に
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

　
夕
方
か
ら
小
学
校
体
育
館
に
会

場
を
移
し
て
、
す
っ
か
り
恒
例
と

な
っ
た
”
重
箱
パ
ー
テ
ィ
”
の
始

ま
り
で
す
。
お
に
ぎ
り
、
あ
ん
ぽ
、

尋

　
雪
を
利
用
し
て
の
地
域
づ
く
り

を
目
的
に
始
め
ら
れ
た
浦
田
地
区

の
豪
雪
塾
。
早
い
も
の
で
今
年
で

四
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
月
十
日
～
十
二
日
ま
で
の
三

日
間
開
催
さ
れ
た
今
回
は
、
関
東

方
面
を
中
心
に
二
三
二
名
の
方
が

参
加
し
、
雪
国
体
験
を
楽
し
ん
で

い
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
豪
雪
塾
と
は
い
え
今雨の中での歳の神づくり

評～

へ．

「なかなか思うように走れな～いざき

が
、
つ
く
の
が
問
に
合
わ
な
い
く

ら
い
沢
山
食
べ
で
く
れ
て
、
地
元

の
皆
さ
ん
を
驚
か
せ
た
よ
う
で
す
。

　
午
後
二
時
、
塾
生
の
皆
さ
ん
は
、

楽
し
か
っ
た
思
い
出
と
満
腹
の
お

な
か
を
抱
え
て
浦
田
を
出
発
し
て

行
き
ま
し
た
。

■匿漕8』コ図
体育館での楽しい重箱パーティ

「
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
習
」

　
機
体
重
量
3
ト
ン
以
上
の
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
・
ト
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ベ

ル
・
バ
ッ
ク
ホ
ー
及
び
く
い
打
機
・

く
い
抜
機
等
の
運
転
は
、
労
働
安

全
衛
生
法
に
よ
り
、
指
定
教
習
機

関
の
行
う
技
能
講
習
を
修
了
し
た

も
の
で
な
け
れ
ば
、
運
転
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
技
能
講
習
が
平
成
二
年
度
は

次
の
よ
う
な
日
程
で
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
、

　
　
運
搬
、
積
込
み
及
び
掘
削
用
）

　
　
運
転
技
能
講
習

○
第
一
回
　
学
科
・
四
月
四
～
五

　
　
日
、
実
技
・
四
月
二
三
日
～

　
　
二
七
日

○
第
二
回
　
学
科
・
五
月
二
八
日

　
　
～
二
九
日
、
実
技
・
六
月
一

　
　
八
日
～
二
二
日

○
第
三
回
　
学
科
・
七
月
二
日
～

　
　
三
日
、
実
技
・
七
月
三
十
日

　
　
～
八
月
三
日

○
第
四
回
　
学
科
・
九
月
十
日
～

　
　
十
一
日
、
実
技
・
十
月
一
日

　
　
～
五
日

　
※
大
型
特
殊
免
許
取
得
者
は
実

　
　
技
一
日
で
修
了

二
、
実
施
場
所

　
新
潟
市
新
崎
二
五
六

　
神
鋼
コ
ベ
ル
コ
建
機
㈱
　
新
潟

　
建
設
機
械
セ
ン
タ
ー

三
、
問
い
合
せ
先

　
新
潟
市
新
光
町
七
ー
五
　
新
潟

県
建
設
会
館
内

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
新

　
潟
県
支
部
　
T
E
L
O
二
五
ー

　
二
八
五
－
七
一
四
一
番

いな

住所を移される方は
手続きを忘れずに！

　
三
月
・
四
月
は
進
学
・
就
職
・

転
勤
等
で
住
所
が
変
わ
る
方
の
多

い
月
で
す
。

　
松
之
山
か
ら
町
外
に
出
ら
れ
る

方
、
ま
た
逆
に
松
之
山
に
来
ら
れ

る
方
は
、
住
所
移
動
の
届
出
を
き

ち
ん
と
済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
ノ
。

　
住
所
の
移
動
は
、
実
際
転
入
ま

た
は
転
出
さ
れ
た
日
よ
り
十
四
日

以
内
に
、
役
場
な
ど
の
役
所
に
届

出
を
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
届
出
に
は
移
動
先
の
住
所
（
ア

パ
ー
ト
な
ど
は
名
前
も
必
要
）
移

動
日
・
印
鑑
・
保
険
証
（
国
民
健

康
保
険
証
）
、
印
鑑
登
録
を
さ
れ
、

て
い
る
方
は
登
録
証
が
必
要
で
す
。

　
進
学
さ
れ
る
方
も
住
所
を
移
動

さ
れ
る
方
が
便
利
で
す
。
免
許
を

お
持
ち
の
方
は
、
免
許
証
の
住
所

変
更
も
お
忘
れ
な
く
。

　
こ
の
住
所
の
移
動
が
さ
れ
て
い

な
い
と
病
気
を
し
て
も
保
険
証
が

な
か
っ
た
り
、
色
々
な
権
利
を
行

使
で
き
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　
大
切
な
届
出
で
す
。
忘
れ
ず
に

手
続
き
を
し
て
か
ら
移
動
し
ま
し

ょ
・
つ
。

気
を
つ
け
よ
う
訪
間
販
売

　
　
　
契
約
書
と
領
収
証
は
し
っ

　
最
近
減
っ
て
来
た
と
は
い
え
、

ま
だ
ま
だ
訪
問
販
売
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
後
を
絶
た
な
い
よ
う
で
す
。

　
消
火
器
・
便
所
の
フ
ァ
ン
・
反

物
と
高
価
な
割
り
に
粗
悪
品
を
売

り
つ
け
ら
れ
、
お
金
を
支
払
っ
て

し
ま
い
、
後
で
は
ど
う
す
る
事
も

出
来
ず
に
泣
き
寝
入
り
す
る
ケ
ー

ス
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
訪
問
販
売
は
正
規
の
ル
ー
ト
を

か
り
と

　：

　：

　：

通
し
て
い
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
、
ま
ず
疑
っ
て
み
る
事
が
必
要

で
す
。
た
と
え
顔
見
知
り
で
あ
っ

て
も
契
約
書
を
か
わ
す
事
、
ま
た
、

お
金
を
支
払
っ
た
と
き
は
必
ず
領

収
証
を
も
ら
う
よ
う
に
す
る
の
が
、

後
で
の
ト
ラ
ブ
か
を
防
ぐ
一
つ
の

方
法
か
と
思
い
ま
す
。

　
高
価
な
品
物
ほ
ど
一
人
で
な
く

二
～
三
人
の
人
が
同
席
す
る
所
で

良
く
見
て
、
契
約
の
内
容
を
し
っ

か
り
確
認
し
て
か
ら
買
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
・
つ
。

　
と
に
か
く
、
す
ぐ
お
金
を
支
払

う
と
い
う
の
は
避
け
た
方
が
良
い

で
す
し
、
あ
ま
り
し
つ
こ
い
よ
う

で
し
た
ら
地
元
の
駐
在
さ
ん
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。



l
O
錺
1

■■囲■■眠　　　　　，くべ

美しいアルプスの山々（スイス）

ま
と
め

　
㈱
文
化
交
流
研
究
所
、
小
杉
恵

先
生
が
今
回
の
視
察
研
修
旅
行
に

お
け
る
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
示
し

た
課
題
に
つ
い
て
感
想
を
述
べ
る

こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

ス
イ
ス
の
高
原
リ
ゾ
ー
ト

　
　
　
に
つ
い
て

　
や
は
り
世
界
の
ス
イ
ス
と
い
う

印
象
を
強
く
う
け
ま
し
た
が
こ
れ

は
自
然
美
の
世
界
で
も
あ
り
ま
す
。

　
年
闘
雪
氷
に
．
覆
わ
れ
た
ア
ル
プ

ス
の
地
帯
、
そ
の
ド
に
は
牧
草
原

が
広
が
り
、
こ
れ
を
ア
ル
プ
の
地

帯
と
い
い
、
そ
こ
に
住
宅
、
牧
舎

が
点
在
し
て
お
り
ま
す
。
．
更
に
山

す
そ
に
は
良
く
管
理
さ
れ
た
森
林

地
帯
が
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
一
ニ
ツ
の
地
帯
は
整
然
と

区
分
さ
れ
、
全
体
の
調
和
を
図
り
、

そ
こ
に
第
一
次
産
業
と
し
て
畜
産

と
林
業
を
興
し
労
働
力
を
吸
収
し

て
お
り
ま
す
。
土
地
を
守
り
、
ア

ル
プ
ス
を
守
り
な
が
ら
リ
ゾ
ー
ト

に
供
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
正

に
現
在
尚
発
展
を
続
け
得
る
所
以

で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
都
会
の
人
達
は
山
間
を
訪
れ
て

先
づ
自
然
が
美
し
い
ζ
．
．
口
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
。
西
欧
に
お
け
る
自
然

の
美
し
さ
は
口
本
で
言
わ
れ
る
考

え
方
と
違
っ
て
お
り
ま
す
。
西
欧

で
は
牧
草
原
と
し
て
管
理
し
、
森

林
は
造
林
と
し
て
立
派
に
管
理
し

て
い
る
の
で
す
。
雪
氷
に
覆
わ
れ

た
ア
ル
プ
ス
に
お
い
て
も
汚
水
の

処
理
、
ゴ
ミ
処
理
等
自
然
を
汚
さ

な
い
た
め
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
基
本
は
土
地
を

守
る
こ
と
が
自
然
の
美
し
さ
を
守

る
．
」
と
に
通
じ
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
広
範

に
及
び
ま
す
。
耕
地
あ
り
、
山
林

あ
り
、
山
岳
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
現

在
お
か
れ
て
い
る
条
件
の
中
で
ふ

さ
わ
し
い
全
体
構
造
を
作
り
上
げ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
即
ち

本
当
の
自
然
の
美
し
さ
は
手
を
加

え
た
土
地
で
あ
り
、
立
派
に
管
理

さ
れ
た
森
林
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
保
養
地
に
は
温
泉
が
そ
の
核
と

な
り
ま
す
。
日
本
の
観
光
施
設
は

温
泉
は
あ
っ
て
も
他
の
施
設
を
セ

ッ
ト
と
し
て
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
観
光
客
も
小
杉
先
生
の
言
を

借
り
れ
ば
］
泊
享
楽
型
で
あ
り
ま

す
。
長
期
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
の
整
　
、

備
に
つ
い
て
利
用
に
お
い
て
は
国

民
性
も
大
き
く
影
響
す
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
今
後
高
齢

化
社
会
が
強
ま
る
中
で
温
泉
の
利

用
は
一
層
進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
西
欧
で
は
温
泉
保
養
に
つ

い
て
の
基
本
理
念
と
し
て
は
四
日

以
上
滞
在
し
て
温
泉
を
利
用
し
て

は
じ
め
て
そ
の
効
能
が
期
待
さ
れ

る
と
い
う
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

．
当
町
の
温
泉
は
大
変
貴
重
な
資

源
で
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
泉
源

に
つ
い
て
も
検
討
中
で
す
か
ら
今

後
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
存
じ
ま
す
。
又
文
化
遺
産
に

つ
い
て
は
有
効
活
用
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
そ
の
ま
ま
存
置
す
る
部
分

と
手
を
加
え
る
部
分
を
精
査
し
て

整
備
を
図
る
こ
と
も
課
題
の
よ
う

に
考
え
ま
す
。
．
史
に
全
町
に
広
が

ゴミ1つないスイスの町並み

日本もこうあってほしいと思う

る
山
林
に
つ
い
て
は
戦
後
営
営
と

し
て
造
林
を
続
け
た
杉
林
地
は
こ

れ
を
資
源
と
し
て
認
識
し
、
ブ
ナ

を
中
心
と
し
た
活
葉
樹
に
つ
い
て

も
最
近
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
こ
れ
も
同
様
で
あ
り
当
町
の
特

色
と
し
て
位
置
づ
け
た
ら
ど
う
か

と
思
い
ま
す
。

　
何
れ
に
し
て
も
第
一
次
産
業
と

深
く
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域

全
体
の
活
性
を
呼
ぶ
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
以
上
が
西
欧
の
現
実
に
接
し
、

感
じ
た
一
部
で
あ
り
ま
す
。

　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

●

「
長
い
人
生
、
楽
し
く
生
き
よ
う
で
ね
！
」

　
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
町
保

健
婦
が
、
社
教
職
員
や
社
会
福
祉

担
当
職
員
と
共
に
、
各
部
落
に
お

じ
ゃ
ま
し
て
開
い
て
い
る
冬
期
講
座
。

　
昨
年
の
総
合
検
診
の
結
果
を
お

知
ら
せ
し
た
り
、
町
で
行
っ
て
い

る
社
会
福
祉
事
業
の
報
告
、
ま
た
、

公
民
館
の
間
嶋
先
生
に
よ
る
体
操

や
生
き
が
い
講
話
、
保
健
婦
さ
ん

に
よ
る
寸
劇
な
ど
が
主
な
内
容
で

す
が
、
健
康
に
対
す
る
関
心
の
高

［

ま
り
も
あ
っ
て
、
ど
の
部
落
で
も

大
勢
の
人
が
参
加
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
中
で
も
、
公
民
館
の
問
嶋
先
生

に
よ
る
ス
ト
レ
ス
体
操
や
健
康
講

座
は
好
評
で
、
け
っ
こ
う
年
配
の

方
ま
で
ケ
ラ
ケ
ラ
笑
い
な
が
ら
身

体
を
動
か
し
た
り
、
話
に
聞
き
入

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
問
嶋
先
生

は
、
県
の
教
育
委
員
会
か
ら
派
遣

社
教
と
し
て
松
之
山
に
来
ら
れ
て

一生けん命指導にあたる間嶋先生

三
年
が
た
ち
、
四
月
か
ら
は
中
学

校
の
先
生
に
戻
ら
れ
る
事
が
決
ま

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
保
育
園
児
か
ら
高
齢
者
の
方
た

ち
に
ま
で
親
し
ま
れ
て
来
た
先
生

な
の
で
大
変
残
念
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
「
人
間
い
つ
か
は
死
ぬ
ん
だ
す

け
、
楽
し
く
生
き
よ
う
で
ね
凶
間

嶋
先
生
の
健
康
講
座
か
ら
…
…
。

さあ、おもいっきり背筋を伸ばして
　　　　　　　（上湯部落の皆さん）

俳
句

　
俳
句
ば
か
り
で
な
く
短
歌
・
川

柳
・
生
活
詩
等
も
掲
載
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

新
雪
の
浄
め
し
山
へ
四
方
拝
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日
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母
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る
如
く
あ
た
た
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の
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に
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の
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ロ
　
保
坂

選
手
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誓
山
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と
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春
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目
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に
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の
道
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の
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出
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ば
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）

天
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上
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と
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ま
と
め

　
㈱
文
化
交
流
研
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所
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小
杉
恵
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修
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す
。
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イ
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ゾ
ー
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に
つ
い
て
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イ
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プ
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．
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ツ
の
地
帯
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産
業
と
し
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収
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ア

ル
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を
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が
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ゾ
ー
ト
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シ
ス
テ
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は
正

に
現
在
尚
発
展
を
続
け
得
る
所
以
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し
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。
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．
．
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し

て
い
る
の
で
す
。
雪
氷
に
覆
わ
れ
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理
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自
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汚
さ

な
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た
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っ
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お
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ま
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そ
の
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こ
と
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を
守

る
．
」
と
に
通
じ
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い
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こ
と
に

な
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ま
す
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り
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山
岳
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り
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で
ふ

さ
わ
し
い
全
体
構
造
を
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上
げ
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こ
と
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求
め
ら
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ま
す
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ち

本
当
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自
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し
さ
は
手
を
加

え
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土
地
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あ
り
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立
派
に
管
理

さ
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あ
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考
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ま
す
。
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光
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光
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］
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滞
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齢
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と
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が
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で
は
温
泉
保
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に
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の
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本
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と
し
て
は
四
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滞
在
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て
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を
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が
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さ
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と
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も
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。
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中
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と
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に
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松
之
山
の

　
　
　
　
　
　
　
ネ
ズ
ミ
類

　
動
物
の
調
査
を
始
め
て
か
ら
、

二
年
半
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
ネ
ズ
ミ
類
に
つ
い
て
は
、

は
じ
き
わ
な
を
使
い
、
七
〇
頭
ほ

ど
捕
獲
し
ま
し
た
。
嫌
わ
れ
者
と

し
て
名
高
い
家
ネ
ズ
ミ
（
ク
マ
ネ

ズ
ミ
等
）
と
は
、
少
し
違
う
野
ネ

ズ
ミ
達
の
横
顔
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
ホ
ン
ド
ア
カ
ネ
ズ
ミ

　
松
之
山
の
全
域
に
ご
く
普
通
に

生
息
し
て
い
る
。
体
毛
は
き
れ
い

な
赤
褐
色
で
あ
る
た
め
ア
カ
ネ
ズ

ミ
の
名
が
つ
い
た
。
夜
行
性
で
ド

ン
グ
リ
、
ク
ル
ミ
な
ど
の
種
子
を

好
ん
で
食
べ
る
。
稲
穂
を
か
じ
っ

た
り
、
田
の
あ
ぜ
に
ト
ン
ネ
ル
を

ヒマワリの種を食べる

ホンドアカネズミ

ほ
っ
た
り
と
、
い
た
ず
ら
を
す
る

こ
と
も
多
い
。

▼
ホ
ン
ド
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ

　
森
林
棲
の
ネ
ズ
ミ
で
、
松
口
の

美
人
林
か
ら
天
水
越
・
深
坂
峠
ま

で
広
い
範
囲
で
捕
れ
た
。
ブ
ナ
や

ス
ギ
の
林
を
好
み
水
田
地
帯
は
少

な
い
。
ア
カ
ネ
ズ
ミ
に
よ
く
似
る

が
、
小
型
で
尾
が
長
い
の
が
特
徴

で
あ
る
。
食
性
は
草
木
の
種
子
が

中
心
で
、
田
畑
に
害
を
お
よ
ぽ
す

こ
と
は
、
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

▼
カ
ゲ
ネ
ズ
ミ

　
今
回
の
調
査
で
生
息
が
明
ら
か

ー
に
な
っ
た
種
類
。
低
山
の
ブ
ナ
林

な
ど
に
棲
む
。
天
水
，
越
・
深
坂
峠

林
道
で
三
頭
、
岩
見
堂
で
二
頭
、

浦
田
中
原
地
内
で
一
頭
を
捕
獲
し

た
。
い
ず
れ
も
標
高
六
〇
〇
メ
ー

　ト

ル
以
上
で
そ
れ
よ
り
低
い
所
で

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
形
体
的
に

他
の
二
種
と
違
い
、
目
・
耳
は
小

さ
く
尾
も
短
い
。
地
下
棲
に
適
応

し
た
も
の
で
あ
り
、
モ
グ
ラ
に
近

い
ネ
ズ
ミ
の
仲
間
と
言
わ
れ
て
い

る
。▼

ホ
ン
シ
ュ
ウ
ヒ
ミ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
（
食
虫
類
）

　
食
虫
類
と
い
う
モ
グ
ラ
の
仲
間
。

体
長
は
尾
を
入
れ
て
も
1
0
セ
ン
チ

内
外
で
“
小
柄
の
モ
グ
ラ
”
と
い

え
ば
た
い
て
い
こ
の
種
で
あ
る
。

平
地
か
ら
高
山
帯
ま
で
広
範
に
棲
　
　
も
か
か
り
、
飼
い
猫
が
つ
か
ま
え

む
。
主
と
し
て
ト
ン
ネ
ル
生
活
を
　
て
く
る
こ
と
も
、
よ
く
あ
る
。
食

す
る
が
、
し
ば
し
ば
地
上
を
出
歩
　
　
性
は
動
物
食
で
、
ミ
ミ
ズ
、
小
型

く
。
そ
の
た
め
、
は
じ
き
わ
な
に
　
　
の
昆
虫
等
で
あ
る
。
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▼
そ
の
他
の
小
型
哺
乳
類

　
食
虫
類
で
は
、
ホ
ン
シ
ュ
ウ
ジ

ネ
ズ
ミ
が
、
深
坂
峠
で
捕
れ
た
。

ま
た
昨
年
の
1
0
月
に
北
浦
田
で
ニ

ホ
ン
カ
ワ
ネ
ズ
ミ
が
採
れ
、
県
内

の
分
布
域
が
変
わ
ろ
う
か
と
い
う

貴
重
な
記
録
に
な
っ
た
。
ま
た
天

然
記
念
物
の
ヤ
マ
ネ
が
一
〇
年
ほ

ど
前
に
天
水
林
道
の
飯
場
小
屋
で

見
つ
か
っ
た
記
録
も
あ
り
、
現
在

，
も
深
坂
峠
付
近
に
生
息
し
て
い
る

可
能
性
が
高
い
。
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高
沢
宏
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春季火災予防運画

日～7日まで4月1

“
お
と
な
り
に

　
　
　
あ
げ
る
安
心
火
の
始
末
”

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意

識
の
高
揚
を
図
り
、
火
災
に
よ
る

死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
の
大
半
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
不
注
意
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。

　
「
我
が
家
か
ら
火
を
出
さ
な
い
」

を
合
言
葉
に
、
次
の
点
に
充
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

o
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨

　
て
を
し
な
い
。

○
子
供
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

　
で
遊
ば
せ
な
い
。

○
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

　
し
な
い
。

○
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

　
の
場
を
離
れ
な
い
。

○
家
の
囲
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

　
を
置
か
な
い
。

○
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い
。
・

○
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

　
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

　
ま
た
、
雪
解
け
と
共
に
「
山
火

事
防
止
運
動
」
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
暖
冬
・
小
雪
で
、
こ
れ

か
ら
山
火
事
の
多
発
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
た
き
火
・
野
焼
き
に
は
充

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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信
越
学
童
ス
キ
ー
大
会

頑
張
つ
た
松
之
山
の
子
供
た
ち

　
二
月
二
十
二
日
、
妙
高
高
原
町

で
第
三
十
七
回
信
越
学
童
親
善
ス

キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、
松
之
山
・

松
里
・
浦
田
の
三
小
学
校
か
ら
選

手
が
出
場
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　
新
潟
、
長
野
両
県
か
ら
の
三
十

六
校
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
の
大

会
、
松
之
山
町
の
三
小
常
校
は
い

ず
れ
も
二
部
校
（
十
五
校
）
と
し

て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
大
回
転
と
距
離
競
技
の
二
種
目

が
あ
り
、
そ
の
成
績
で
学
校
順
位

が
決
め
ら
れ
ま
す
が
、
今
回
の
大

会
で
は
松
里
小
学
校
が
三
位
、
浦

田
小
学
校
が
六
位
、
松
之
山
小
学

校
が
十
位
と
い
う
成
績
で
し
た
。

　
各
種
目
の
成
績
は
、
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
大
回
転
男
子

4
位
　
高
沢
　
平
（
松
里
小
）

6
位
　
津
端
康
裕
（
松
之
山
小
）

10

位
　
相
沢
俊
幸
（
　
〃
　
　
）

▽
大
回
転
女
子

4
位
　
小
野
塚
尚
子
（
松
里
小
）

5
位
　
佐
藤
　
愛
　
　
（
　
〃
　
）

▽
距
離
　
男
子

5
位
　
高
橋
利
一
　
（
松
里
小
）

9
位
　
高
橋
佳
男
　
　
（
　
〃
　
V

10

位
　
飯
塚
伸
太
郎
（
浦
田
小
）

▽
距
離
　
女
子

5
位
　
小
見
祥
子

10

位
　
本
山
夏
子

▽
男
子
リ
レ
ー

3
位
　
松
里
小
学
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6
位
　
浦
田
小
学
校

9
位
　
松
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山
小
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校
4
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・
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に
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こ
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ズ
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で
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に
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が
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で
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が
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で
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を
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。
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六
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メ
ー
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以
上
で
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れ
よ
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低
い
所
で

は
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な
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た
。
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的
に

他
の
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と
違
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、
目
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に
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で
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に
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然
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年
ほ

ど
前
に
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水
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道
の
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場
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屋
で
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た
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も
あ
り
、
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安
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こ
の
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は
、
火
災
が
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こ
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や
す
い
時
期
を
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え
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に
あ
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、

地
域
住
民
一
人
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と
り
の
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意
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の
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揚
を
図
り
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に
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る
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傷
事
故
や
財
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こ
と
を
目
的
と
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い
ま
す
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と
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た
不
注
意
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ら
起
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い
ま
す
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我
が
家
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ら
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を
出
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な
い
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を
合
言
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に
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の
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に
充
分
注

意
し
ま
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ょ
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を
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な
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は
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や
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で
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せ
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と
き
は
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な
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。
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ら
を
揚
げ
る
と
き
は
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の
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を
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な
い
。
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の
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り
に
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え
や
す
い
も
の

　
を
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な
い
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の
空
だ
き
を
し
な
い
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・

○
ス
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ブ
に
は
、
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え
や
す
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の
を
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け
な
い
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ま
た
、
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解
け
と
共
に
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事
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運
動
」
も
実
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さ
れ
ま
す
。

　
今
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は
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・
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雪
で
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ら
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事
の
多
発
が
予
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信
越
学
童
ス
キ
ー
大
会

頑
張
つ
た
松
之
山
の
子
供
た
ち

　
二
月
二
十
二
日
、
妙
高
高
原
町

で
第
三
十
七
回
信
越
学
童
親
善
ス

キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、
松
之
山
・

松
里
・
浦
田
の
三
小
学
校
か
ら
選

手
が
出
場
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　
新
潟
、
長
野
両
県
か
ら
の
三
十

六
校
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
の
大

会
、
松
之
山
町
の
三
小
常
校
は
い

ず
れ
も
二
部
校
（
十
五
校
）
と
し

て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
大
回
転
と
距
離
競
技
の
二
種
目

が
あ
り
、
そ
の
成
績
で
学
校
順
位

が
決
め
ら
れ
ま
す
が
、
今
回
の
大

会
で
は
松
里
小
学
校
が
三
位
、
浦

田
小
学
校
が
六
位
、
松
之
山
小
学

校
が
十
位
と
い
う
成
績
で
し
た
。

　
各
種
目
の
成
績
は
、
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
大
回
転
男
子

4
位
　
高
沢
　
平
（
松
里
小
）

6
位
　
津
端
康
裕
（
松
之
山
小
）

10

位
　
相
沢
俊
幸
（
　
〃
　
　
）

▽
大
回
転
女
子

4
位
　
小
野
塚
尚
子
（
松
里
小
）

5
位
　
佐
藤
　
愛
　
　
（
　
〃
　
）

▽
距
離
　
男
子

5
位
　
高
橋
利
一
　
（
松
里
小
）

9
位
　
高
橋
佳
男
　
　
（
　
〃
　
V

10

位
　
飯
塚
伸
太
郎
（
浦
田
小
）

▽
距
離
　
女
子

5
位
　
小
見
祥
子

10

位
　
本
山
夏
子

▽
男
子
リ
レ
ー

3
位
　
松
里
小
学
校

6
位
　
浦
田
小
学
校

9
位
　
松
之
山
小
学
校
4
1
・
0
7
・
2

　
　
　
　
　
　
　
　
（
浦
田
小
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
秒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
．
2
．
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
．
2
．
3

7
位
　
松
之
山
小
学
校
52

・
5
8
・
5

▽
女
子
リ
レ
ー
　
　
　
　
　
・

2
位
　
浦
田
小
学
校
　
7
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
．
2
．
5

6
位
　
松
里
小
学
校
　
9
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
．
3
．
4
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皆さんからのお便りをお待ちして

います。　　　　役場議会事務局まで

農
業
祭
と
婦
人
会
の
協
力
に
つ
い
て

　
ど
こ
の
部
落
．
で
も
高
齢
化
の

波
は
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
新
規

加
入
者
が
無
い
の
に
、
年
々
婦

人
会
を
退
く
人
が
ど
ん
ど
ん
出

て
お
り
、
会
の
存
続
も
危
う
く

な
っ
て
い
る
部
落
が
少
な
く
な

い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
毎
年
の
事
で
す
が
、
婦
人
会

は
大
切
だ
か
ら
無
く
せ
な
い
と

い
う
事
で
頑
張
っ
て
い
る
部
落

に
は
、
町
の
農
業
祭
の
準
備
で
、

お
に
ぎ
り
作
り
な
ど
で
何
人
か

協
力
す
る
よ
う
に
、
割
り
当
て

が
来
ま
す
。

　
婦
人
会
を
無
く
し
た
部
落
は

何
の
協
力
要
請
も
あ
り
ま
せ
ん
。

農
業
祭
は
全
町
挙
げ
て
参
加
し

盛
り
上
げ
る
も
の
で
す
か
ら
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
不
満
が
出
ま
す
。

　
婦
人
会
が
有
っ
て
も
無
く
て

も
、
全
部
落
公
平
に
割
り
当
て

る
よ
う
に
し
た
ら
と
思
う
の
で

す
が
、
今
秋
の
農
業
祭
の
実
行

に
当
り
、
そ
の
辺
の
計
画
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
一
婦
人
会
員

会員数の減少が激しい町連合婦人会

組
織
を
挙
げ
た
ご
協
力
に
期
待

　
町
農
業
祭
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
心
を
一
つ
に
収
穫
の
喜
び
と
文

化
の
香
り
を
享
受
す
る
一
大
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
松
之
山
の
土
壌
に

定
着
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
を
大
き

く
支
え
て
い
る
の
は
、
ほ
か
な
ら

ぬ
町
連
合
婦
人
会
の
人
々
で
す
。

前
日
の
手
打
ち
そ
ば
作
り
、
お
に

ぎ
り
や
も
ち
の
準
備
、
伝
え
て
ゆ

き
た
い
わ
が
家
の
味
と
香
り
の
出

品
な
ど
、
そ
れ
に
掛
け
る
労
力
は

大
変
な
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
会
長
さ
ん
を
中
心
に

副
会
長
、
支
部
長
、
部
落
の
会
長

さ
ん
方
な
ど
、
献
身
的
か
つ
情
熱

的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
主
催
者
で
あ
る
町

と
し
て
、
共
催
く
だ
さ
っ
て
い
る

連
合
婦
人
会
に
対
し
、
改
め
て
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
の
熱
意
を
農
業
祭
に

傾
け
て
い
た
だ
け
る
の
は
、
町
を

支
え
よ
う
と
す
る
意
欲
と
、
社
会

参
加
活
動
を
通
し
て
自
ら
を
高
め

た
い
と
す
る
自
覚
が
、
底
流
に
脈

脈
と
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
信
じ
、
敬
意
を

表
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
農
業
祭
へ
の
ご
協
力
は
、
婦
人

会
の
組
織
的
参
加
で
あ
る
ゆ
え
、

部
落
婦
人
会
の
組
織
を
持
た
な
い

部
落
に
は
、
役
割
分
担
を
お
願
い

し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
連
合

婦
人
会
を
休
む
こ
と
を
検
討
し
つ

つ
あ
る
数
ケ
部
落
で
は
、
例
え
休

む
こ
と
に
な
っ
て
も
、
農
業
祭
や

町
民
体
育
大
会
な
ど
連
合
婦
人
会

が
参
画
す
る
行
事
に
は
協
力
を
続

け
よ
う
、
と
の
方
向
へ
話
し
合
い

が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
に
、
大

き
な
期
待
を
つ
な
ぎ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
祭
の
役
割
分
担
を

休
ん
で
い
る
部
落
で
あ
っ
て
も
、

か
つ
て
ご
活
躍
く
だ
さ
っ
た
方
々

の
中
に
は
、
現
役
で
頑
張
っ
て
い

る
役
員
の
姿
を
見
て
、
感
謝
の
言

葉
を
忘
れ
な
い
人
も
、
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
さ
す
が
、
松
之
山
の

婦
人
の
皆
さ
ん
の
心
は
、
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
い
ま
町
連
合
婦
人
会
で
は
支
部

長
制
の
見
直
し
な
ど
、
新
し
い
時

腎

代
に
入
っ
た
よ
う
で
す
。
九
回
目

の
今
年
の
農
業
祭
に
も
、
婦
人
会

の
真
価
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
、
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
回
答
文
は
、
重
野
和
子
会

長
さ
ん
と
相
談
の
う
え
作
成
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
申
し
添
え

ま
す
。

　
　
　
松
之
山
町
役
場
産
業
課

3
　
6

　
1

2
　
2

り
　
　
　
り
　H

H

誰『・　1』㌻「畷
　　農業祭で人気のあるrわが家の味自慢コーナー」

登記所からのお知らせ
　登記所にある会社の登記簿及び各種の法人の登記簿

の閲覧は、平成2年4月1日から有料（300円）とな

るとともに、登記簿の謄本・抄本・証明・閲覧等の手

数料が下記のとおり改定されます。

　なお、詳しいことは、最寄りの登記所の窓口でお尋

ねください。

200円→300円○登記簿の閲覧

400円→500円○謄本・抄本

200円→300円○会社等の印鑑証明

窃めでた（鵬…）
か　な

可奈ちゃん　小林　哲さんの長女（湯　山
れん

連ちゃん　　高橋　明さんの長男（天水島

〔死亡年月日〕

〔2・2・6〕

〔2・2・17〕

〔2●2・21〕

お《導》み（死亡》
佐藤慶治郎さん　76歳、（曽　根）福見屋

布施マツエさん　77歳（黒　倉）向　山

本山　イセさん　78歳（田麦立）宮　下

※2月1日～28日までの届出分です。

。
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黒先白死（1手だけ）

コウにしてはいけません

詰
碁
の
解
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

3
月
24
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
な
ど
で
役
場
広
報
担
当
ま

で
、
正
解
者
に
は
粗
品
を
進
呈
。

　
　
2
月
号
の
答
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
ウ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
谷
本
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
　
　
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
小
湯
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
ん
ん
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
さ
さ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫
松
伸
栄

正解者

　相沢　伸

　若井千代

　村山

　久保田光

案
外
や
さ
し
い
問
題
で
す
。
黒
1
の
ッ
ケ
一
発
で
、

白
は
窮
し
ま
す
。
白
2
・
4
と
眼
を
作
ろ
う
と
し
て

も
、
黒
5
ま
で
で
死
に
で
す
。

白
2
で
3
と
打
っ
て
も
黒
2
で
死
に
で
す
。

●



ー
N
斜
ー

●

皆さんからのお便りをお待ちして

います。　　　　役場議会事務局まで

農
業
祭
と
婦
人
会
の
協
力
に
つ
い
て

　
ど
こ
の
部
落
．
で
も
高
齢
化
の

波
は
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
新
規

加
入
者
が
無
い
の
に
、
年
々
婦

人
会
を
退
く
人
が
ど
ん
ど
ん
出

て
お
り
、
会
の
存
続
も
危
う
く

な
っ
て
い
る
部
落
が
少
な
く
な

い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
毎
年
の
事
で
す
が
、
婦
人
会

は
大
切
だ
か
ら
無
く
せ
な
い
と

い
う
事
で
頑
張
っ
て
い
る
部
落

に
は
、
町
の
農
業
祭
の
準
備
で
、

お
に
ぎ
り
作
り
な
ど
で
何
人
か

協
力
す
る
よ
う
に
、
割
り
当
て

が
来
ま
す
。

　
婦
人
会
を
無
く
し
た
部
落
は

何
の
協
力
要
請
も
あ
り
ま
せ
ん
。

農
業
祭
は
全
町
挙
げ
て
参
加
し

盛
り
上
げ
る
も
の
で
す
か
ら
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
不
満
が
出
ま
す
。

　
婦
人
会
が
有
っ
て
も
無
く
て

も
、
全
部
落
公
平
に
割
り
当
て

る
よ
う
に
し
た
ら
と
思
う
の
で

す
が
、
今
秋
の
農
業
祭
の
実
行

に
当
り
、
そ
の
辺
の
計
画
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
一
婦
人
会
員

会員数の減少が激しい町連合婦人会

組
織
を
挙
げ
た
ご
協
力
に
期
待

　
町
農
業
祭
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
心
を
一
つ
に
収
穫
の
喜
び
と
文

化
の
香
り
を
享
受
す
る
一
大
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
松
之
山
の
土
壌
に

定
着
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
を
大
き

く
支
え
て
い
る
の
は
、
ほ
か
な
ら

ぬ
町
連
合
婦
人
会
の
人
々
で
す
。

前
日
の
手
打
ち
そ
ば
作
り
、
お
に

ぎ
り
や
も
ち
の
準
備
、
伝
え
て
ゆ

き
た
い
わ
が
家
の
味
と
香
り
の
出

品
な
ど
、
そ
れ
に
掛
け
る
労
力
は

大
変
な
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
会
長
さ
ん
を
中
心
に

副
会
長
、
支
部
長
、
部
落
の
会
長

さ
ん
方
な
ど
、
献
身
的
か
つ
情
熱

的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
主
催
者
で
あ
る
町

と
し
て
、
共
催
く
だ
さ
っ
て
い
る

連
合
婦
人
会
に
対
し
、
改
め
て
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
の
熱
意
を
農
業
祭
に

傾
け
て
い
た
だ
け
る
の
は
、
町
を

支
え
よ
う
と
す
る
意
欲
と
、
社
会

参
加
活
動
を
通
し
て
自
ら
を
高
め

た
い
と
す
る
自
覚
が
、
底
流
に
脈

脈
と
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
信
じ
、
敬
意
を

表
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
農
業
祭
へ
の
ご
協
力
は
、
婦
人

会
の
組
織
的
参
加
で
あ
る
ゆ
え
、

部
落
婦
人
会
の
組
織
を
持
た
な
い

部
落
に
は
、
役
割
分
担
を
お
願
い

し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
連
合

婦
人
会
を
休
む
こ
と
を
検
討
し
つ

つ
あ
る
数
ケ
部
落
で
は
、
例
え
休

む
こ
と
に
な
っ
て
も
、
農
業
祭
や

町
民
体
育
大
会
な
ど
連
合
婦
人
会

が
参
画
す
る
行
事
に
は
協
力
を
続

け
よ
う
、
と
の
方
向
へ
話
し
合
い

が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
に
、
大

き
な
期
待
を
つ
な
ぎ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
祭
の
役
割
分
担
を

休
ん
で
い
る
部
落
で
あ
っ
て
も
、

か
つ
て
ご
活
躍
く
だ
さ
っ
た
方
々

の
中
に
は
、
現
役
で
頑
張
っ
て
い

る
役
員
の
姿
を
見
て
、
感
謝
の
言

葉
を
忘
れ
な
い
人
も
、
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
さ
す
が
、
松
之
山
の

婦
人
の
皆
さ
ん
の
心
は
、
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
い
ま
町
連
合
婦
人
会
で
は
支
部

長
制
の
見
直
し
な
ど
、
新
し
い
時

腎

代
に
入
っ
た
よ
う
で
す
。
九
回
目

の
今
年
の
農
業
祭
に
も
、
婦
人
会

の
真
価
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
、
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
回
答
文
は
、
重
野
和
子
会

長
さ
ん
と
相
談
の
う
え
作
成
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
申
し
添
え

ま
す
。

　
　
　
松
之
山
町
役
場
産
業
課

3
　
6

　
1

2
　
2

り
　
　
　
り
　H

H

誰『・　1』㌻「畷
　　農業祭で人気のあるrわが家の味自慢コーナー」

登記所からのお知らせ
　登記所にある会社の登記簿及び各種の法人の登記簿

の閲覧は、平成2年4月1日から有料（300円）とな

るとともに、登記簿の謄本・抄本・証明・閲覧等の手

数料が下記のとおり改定されます。

　なお、詳しいことは、最寄りの登記所の窓口でお尋

ねください。

200円→300円○登記簿の閲覧

400円→500円○謄本・抄本

200円→300円○会社等の印鑑証明

窃めでた（鵬…）
か　な

可奈ちゃん　小林　哲さんの長女（湯　山
れん

連ちゃん　　高橋　明さんの長男（天水島

〔死亡年月日〕

〔2・2・6〕

〔2・2・17〕

〔2●2・21〕

お《導》み（死亡》
佐藤慶治郎さん　76歳、（曽　根）福見屋

布施マツエさん　77歳（黒　倉）向　山

本山　イセさん　78歳（田麦立）宮　下

※2月1日～28日までの届出分です。

。
灘

君
禾

雍㊤蓼あや
　　面才寸

功

＠“
’
か
。
ご

を

母
ヤ
、
含

呂
う
け
て

・
ヤ
乙
乃
、
5

一
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー

ご
）
、
）
ε

し
て
乙

の
よ’へつ

籔
＠

4
．
一

／
　
■
腫
．
9

＼
￥
！

鋤
戯2

／

古
足
元
に

、
ご
注
意

く
だ
さ
い

（
〃

汐
O
／

4

う
，

、㎏

　
　
　
　
　・

翻

識
脳
－
、

　
　
　
　
　
　
髪

一
簗
．
”

纏．

有
段
を
め
ざ
し
て

）
●
∩

黒先白死（1手だけ）

コウにしてはいけません

詰
碁
の
解
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

3
月
24
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
な
ど
で
役
場
広
報
担
当
ま

で
、
正
解
者
に
は
粗
品
を
進
呈
。

　
　
2
月
号
の
答
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
ウ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
谷
本
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
　
　
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
小
湯
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
ん
ん
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
さ
さ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫
松
伸
栄

正解者

　相沢　伸

　若井千代

　村山

　久保田光

案
外
や
さ
し
い
問
題
で
す
。
黒
1
の
ッ
ケ
一
発
で
、

白
は
窮
し
ま
す
。
白
2
・
4
と
眼
を
作
ろ
う
と
し
て

も
、
黒
5
ま
で
で
死
に
で
す
。

白
2
で
3
と
打
っ
て
も
黒
2
で
死
に
で
す
。

●



ー
爲
の
ー

ボ、

周

　
　
、
7

．
◎
・
蘇

外に出て春らしい日差しをいっばい

浴ぴながら遊ぶ子供たち

　　　　　　　　（松之山保育所）

⑭

無
、

　
癖
象

むらやまきよはるくん
おもちつき

蟹

太陽が出たと思ったら

　　　　　また雨になった

瀞の
－

、
㌔
“

　
　
　
・
’
　
　
　
几
裟

　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
、
象
蓼
襲
難

讐
あいざわかおりさん

外で遊んでいるの

ひぐちゆうまくん
▼
2
月
の
で
き
ご
と

1
日
　
議
会
総
務
民
生
委
員
会

　
　
　
（
2
日
ま
で
）

3
日
　
松
之
山
町
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
（
4
日
ま
で
）

10

日
　
浦
田
豪
雪
塾
（
1
2
日
ま
で
）

　
　
葛
飾
冒
険
学
校
（
1
2
日
ま

　
　
で
黒
倉
）

15

日
　
例
月
監
査

　
　
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
ふ
る
さ
と
創
生
審
査
会

17

日
　
選
挙
事
務
打
合
せ
会

18

日
　
衆
議
院
議
員
選
挙
投
票
日

19

日
　
温
泉
委
員
会

　
　
体
育
協
会
理
事
会

25

日
　
各
地
区
ス
キ
ー
大
会

27

日
　
安
塚
高
等
学
校
松
之
山
分

　
　
校
卒
業
式

　
　
議
会
運
営
委
員
会

28

日
　
農
業
委
員
会
総
会

▼
3
月
の
予
定

2
日
　
水
田
農
業
確
立
対
策
推
進

　
　
協
議
△
云

6
日
　
3
月
定
例
議
会
（
9
日
ま

　
　
で
の
予
｛
疋
）

14

日
　
松
之
山
・
浦
田
中
学
校
卒

　
　
業
式

24

日
　
町
内
各
小
学
校
卒
業
式

29

日
　
3
月
臨
時
議
会

　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
二
月
中
は
、
雪
ら
し
い
雪
は
ほ

と
ん
ど
降
ら
ず
、
本
当
に
助
か
り

ま
し
た
。
囲
り
の
山
々
を
見
て
も
、

地
肌
の
黒
々
し
た
所
だ
け
が
目
に

つ
く
、
四
月
上
旬
く
ら
い
な
景
色

に
見
え
ま
す
。

　
も
う
フ
キ
ノ
ト
ウ
の
天
ぷ
ら
が

食
卓
を
飾
る
ほ
ど
、
春
め
い
て
来

た
ん
で
す
ね
。

　
高
校
の
卒
業
式
も
終
わ
り
、
ま

た
若
者
が
松
之
山
か
ら
出
て
行
き

ま
す
。
全
部
と
言
わ
な
い
ま
で
も
、

せ
め
て
半
分
く
ら
い
地
元
に
残
れ

る
町
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

三
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
九
三
三
（
　
○
）

　
男
／
一
、
九
二
三
（
　
○
）

　
女
／
二
、
〇
一
〇
（
　
O
）

世
帯
数
／
一
、
一
八
八
（
　
○
）

（
）
内
は
二
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
三
月
号

　
平
成
二
年
三
月
十
日
発
行

　
発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
君
六
ー
三
一
三
一

　
編
集
／
議
会
事
務
局

広報
リラ）の

1ggo4月号（Nα170）

難lli

め、

ノ
》

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

．
．
逡
オ
」

！

’
酢

ニヒ曜閉庁日

日第4理
所
曜難助役

日
　
日

8
　
6

2
　
2

23日

14日

一12日
一　9日

月
月
月

4
　
5
　
6

皆さんの講髪お卿ます・

＿一

園
児
数
の
減
少
で
4
月
よ
り

休
園
す
る
事
に
な
っ
た
布
川

保
育
所
。
，

三
月
二
十
六
日
は
、
父
兄
や

地
区
の
方
々
が
大
勢
出
席
さ

れ
て
、
最
後
の
卒
園
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

き
り
ん
組
の
五
人
が
、
四
月

か
ら
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
．
一
年
生

に
な
り
ま
す
。


